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令和 7 年度  事 業 報 告 

 

Ⅰ．事 業 運 営 目 的 

 

法人定款第１条の事業運営の目的である「利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地

域社会において営むことができるよう支援することを実現するため、各事業に取り組んだ。 

 

Ⅱ．主 な 実 施 事 業 

社会福祉事業区分 

【ケアハウス巣子拠点区分】 

【第 1 種社会福祉事業】 

・軽費老人ホームケアハウス事業 

事業目標に対しての評価 

事業目標 事業方針 評価 

入居者が安心して暮らせ

るようコミュニケーション

を重視し、個々を尊重した

支援を行います。 

① 入居者の健康管理や予防を

図り、体調不良や異常の早期発

見に努めます。 

 

② 定期的にコミュニケーショ

ンを図る機会を持ち、自主性や

生活観を尊重し、個々のニーズ

に合わせたきめ細やかなサー

ビス提供に努めます。 

③ 市町村及び、医療、福祉サー

ビスの関係機関と密接な連携

を図ります。 

① 日々の検温と月１回の健

康チェックを継続し、異常の

早期発見に努めることがで

きた。 

② 日ごろの訪問や毎月の懇

談会、サロン開催を通し利用

者の声に応じたサービス提

供に努めることができた。 

 

③ 利用者の声や変化をもと

に関係機関への報告や相談

などを行い連携することが

できた。 
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定 員：20 名 

〇入居者階層内訳 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1,500,001 円～

1,600,000 円以下

1,600,001 円～

1,700,000 円以下

1,700,001 円～

1,800,000 円以下

1,800,001 円～

1,900,000 円以下

1,900,001 円～

2,000,000 円以下

2,000,001 円～

2,100,000 円以下

2,100,001 円～

2,200,000 円以下

2,200,001 円～

2,300,000 円以下

2,300,001 円～

2,400,000 円以下

2,400,001 円～

2,500,000 円以下

2,500,001 円～

2,600,000 円以下

2,600,001 円～

2,700,000 円以下

2,700,001 円～

2,800,000 円以下

2,800,001 円～

2,900,000 円以下

2,900,001 円～

3,000,000 円以下

20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

13

14

15

16

17

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

円以下

3,000,001 円以上

¥10,000

¥13,000

¥16,000

¥19,000

¥22,000

¥25,000

1,500,000

¥30,000

¥35,000

¥40,000

¥45,000

0

¥64,000

¥71,000

¥78,000

¥80,650

¥80,650

¥50,000

12

0

0

1

3

¥57,000

階層

区分
対象収入 事務費

月別人数

0

0

0

0

0

0

13

0

0

0

3

2

2

0

0

0

0

0

2

2

合計

13 12 13 13

0 0 0 0

3 1 1 1

2 2 1

0

0

0

0

0

0

0

0

12

0 1 1 1 1 1 1 1 1 1

13 13 13 12 12

0

0 1 1 1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0

2

2 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 2 2

1 1

0 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1

0 0 0 0 00 0 0 0 0

0 0 0 0 00 0 0 0 0

1 1 1 1 10 1 1 1 1

0 0 0 0 00 0 0 0 0

0 0 0 0 00 0 0 0 0

0 0 0 0 00 0 0 0 0

0 0 0 0 00 0 0 0 0

0 0 0 0 00 0 0 0 0

0 0 0 0 00 0 0 0 0
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（1）入居者の確保への取り組み ／要支援・要介護の状況 

入居者定員数 20 名の維持確保に取り組んだ結果、月平均 19.8 名の実績を得た。 

平均介護度は 0.8、20 名中 16 名が介護保険サービスなど（うち１名は医療保険）を利用。 

入居者の推移

定員：20名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

未認定 60 62 60 59 62 60 62 90 93 93 84 93 878 73.2

要支援１ 110 124 120 124 124 120 93 90 62 62 56 62 1,147 95.6

要支援２ 240 248 240 248 279 270 250 210 227 248 224 248 2,932 244.3

要介護１ 90 93 90 93 62 60 93 90 100 93 84 93 1,041 86.8

要介護２ 60 62 60 44 62 60 62 60 62 62 56 62 712 59.3

要介護３ 30 31 30 31 31 30 60 60 62 62 56 62 545 45.4

要介護４ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

要介護５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

合計 590 620 600 599 620 600 620 600 606 620 560 620 7,255 604.6

平均介護度 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.8 0.8 0.9 0.8 0.8 0.8 0.8
 

 

（2）入退居の状況 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

入居 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 3 0.3

退居 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 3 0.3

（主な入居理由） 買い物や食事の準備が困難な為。 

病気や身体状況の衰えから一人暮らしが不安な為。 

（主な退居理由） 医療的管理が必要で老健や病院入院の為。 

夫婦同部屋を希望し有料ホームへ住替えの為。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

死亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

長期入院 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.1

他施設 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0.2

家庭復帰 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

 

（3）提供サービス充実への取り組み 

入居者様の日常生活における自立性を高め、集団生活内での社会参加を重視しながら以下の項

目で支援を実施した。 

① 食事の提供 

○アンケートを行い、嗜好や食事に関する意見、感想の収集に努めた。 

〇行事やイベント後にアンケート実施し、同様の行事の参考にした。 

② 入浴の準備 

〇週５日の入浴準備、（火・日曜日を除く） 

午後１時から２時半まで男性浴を女性専用浴に設定した。 

    〇冬期間は床暖房、脱衣所内の暖房管理を行った。 
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③ 緊急時の対応 

○入居者様の自室からのコールに職員が２４時間対応を行った。 

○随時、職員が病院等へ送迎を行った。 

〇緊急時の家族連携および他事業所との連携を行った。 

④ 健康相談・各種生活相談 

○職員による毎月１回の体重測定、血圧測定、体調の相談を行った。 

○生活上の不安や悩み解消のため、職員による相談を行った。 

〇自立支援のための相談および情報提供と他事業者等連携を行った。 

⑤ 通院援助 

○近隣の医療機関への送迎を行った。 

⑥ 娯楽行事等の実施 

○近隣商業施設等へのショッピング（年８回実施）を行った。 

〇毎月のサロン開催、季節ごとに施設内及び外出行事などを開催した。 

 

【公 益 事 業】 

・介護付ケアハウス巣子事業（特定施設入居者生活介護） 

  事業目標 事業方針 評価 

特定施設サービス計画

に基づき、入居者各々の

個別ニーズを把握し、そ

の方らしくやすらぎのも

てる安心した生活が維持

できるよう支援致しま

す。 

① 入居者の意思を確認し、機能

訓練を実施して残存機能の維

持・向上に努めます。 

② 入居者のニーズに寄り添っ

た行事・レクリエーションを企

画して、日常生活の中に楽しみ

生きがいを持って頂けるよう

に努めます。 

③ 関係市町村、他の保健・医療・

福祉サービスとの綿密な連携

を図り総合的なサービスの提

供に努めます。 

① 機能訓練指導員の日々の日常

生活訓練において維持、向上につ

なげることができた。 

② 毎月の行事やショッピング等、

利用者の声を聴き希望に添えるよ

うな企画を立て実施することが出

来た。 

 

③ 利用者の体調等、職員間で情報

共有し早めの病院受診に繋げる

事ができた。また、近隣の施設や

病院との連携を行い情報交換す

ることが出来た。 
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定 員：３０名 

〇入居者階層内訳 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1,500,001 円～

1,600,000 円以下

1,600,001 円～

1,700,000 円以下

1,700,001 円～

1,800,000 円以下

1,800,001 円～

1,900,000 円以下

1,900,001 円～

2,000,000 円以下

2,000,001 円～

2,100,000 円以下

2,100,001 円～

2,200,000 円以下

2,200,001 円～

2,300,000 円以下

2,300,001 円～

2,400,000 円以下

2,400,001 円～

2,500,000 円以下

30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

¥13,000

¥16,000

¥19,000

¥22,000

¥25,000

¥30,000

¥35,000

¥40,000

2,500,001 円～12

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

階層

区分
対象収入 事務費

月別人数

1

2

1

0

2

2

1

1

0

2

0

1

1

1

¥47,423

2

1

0

3

2

合計

0 0 0 0

1 3 3 3

2 2 2 2

1 0 0

0

2

0

1

1¥47,423

¥7,000

¥45,000

2

1 2 3 3 3 1 1 1 1 1

0 2 2 2 2

17 17 17 17 17 16 16 16

3

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 3 3 3 3

2

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 2 2 2 2

0 0

0 1 1 1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 0

0 0 2 2 22 0 0 0 0

0 0 0 0 00 0 0 0 0

3 3 2 2 21 3 3 3 3

0 0 0 0 01 0 0 0 0

1

1,500,000 円以下 ¥10,000 16 17 18 18

ご夫婦入居

（減免対象）

 

※ご夫婦で入居の場合は、ご夫婦の収入合計を２で除した金額で階層が決定します。ただし、金額が 150 万円以下とな

った場合は、事務費が減免対象額の 7,000 円となります。 
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（1）入 居 者 の 推 移／要支援・要介護の状況 (各月初め平均利用者数) 

   入居者定員数 30 名の維持確保に取り組んだ結果、月平均 29.8 名の実績を得た。

入居者の推移

定員：30名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

要支援１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

要支援２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 31 59 4.9

要介護１ 322 341 330 377 434 390 347 330 412 428 280 310 4,301 358.4

要介護２ 420 453 450 465 465 450 500 510 425 409 392 434 5,373 447.8

要介護３ 60 62 60 48 31 60 62 60 93 93 112 124 865 72.1

要介護４ 60 41 30 2 0 0 0 0 0 0 28 31 192 16.0

要介護５ 30 31 30 3 0 0 0 0 0 0 0 0 94 7.8

合計 892 928 900 895 930 900 909 900 930 930 840 930 10,884 907.0

平均介護度 1.9 1.9 1.9 1.6 1.6 1.6 1.7 1.7 1.7 1.6 1.8 1.8 1.7
 

 

（2）入退居の状況 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

入居 2 1 0 3 0 0 1 0 2 1 0 0 10 0.8

退居 2 1 0 3 0 0 1 0 2 1 0 0 10 0.8  
（主な入居理由） 退院が決まるも独居生活が困難な為。 

         自宅での生活が徐々に困難になってき為。 

（主な退居理由） 入院加療が必要の為。 

         入院先の病院でご逝去された為。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

死亡 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 3 0.3

長期入院 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0.2

他施設 2 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 5 0.4

家庭復帰 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 

 

（3）提供サービス充実への取り組み 

① 一般型のサービス提供と同様の対応に加え、特定施設入居者生活介護計画に基づき、身

体面、精神面、環境面を考慮した個別のサービス計画を作成し、日常生活の自立支援に向

けた取り組みを行うことが出来た。また、各種委員会と個別カンファレンスを通じ職員の

資質向上に向けた取り組みが出来た。 

② 災害 BCP 訓練は実際に 6 時間ほど停電の中で行った。発電機や電灯等の設備、人員、

対応方法等について見直すことが出来た。 
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事業名：松実会指定居宅介護支援事業所 

 

 

事業目標 事業方針 評価 

利用者、家族の

在宅における生活

意向を考慮したケ

アプランを作成す

る。 

 

① 利用者に対し、個々の解決すべ

き課題、その心身の状況や置かれ

ている環境等に応じて、保健・医

療・福祉にわたる指定居宅サービ

ス等が、多様なサービス提供主体

により、総合的かつ効率的に提供

されるよう努める。 

② 利用者や家族からの相談、依頼

があった場合には、利用者自身の

立場に立ち、住み慣れた地域で日

常生活を営むことができるよう、

利用者や家族の意向をもとに地

域資源も考慮したケアプランの

原案を作成する。 

③ 利用者及び家族自らの選択に

基づき、適切な保健・医療・福祉

サービスが提供されるよう努め、

利用者本位、公正中立な立場での

業務を実施する。 

① 目標を意識して、アセスメント

の上、利用者・家族の意向を考慮し

たケアプランの作成を実施した。

サービスの選択及び推薦に際して

は、公正中立な立場での業務を実

施し、医療との連携にも積極的に

取り組むことが出来た。 

② 地域包括ケアシステムを意識

し、地域力を考慮したケアプラン

の作成に努めた。今後も社会資源

把握に取り組みながら、地域との

連携に努めていく。 

 

 

③ 利用者本位、公正中立な立場で

の業務実施に努め、適切なサービ

スへのアプローチを実施した。 

ケアマネジメン

トの質の向上を図

る。 

① 計画的に外部・内部の研修に参

加し知識・技術の習得を行う。 

 

 

② 苦情・要望等には苦情窓口を設

け事実確認、改善の検討を行い、

ケアマネジメントの質の向上に

努める。 

③ 主任ケアマネージャーは、当事

業所だけでなく、地域のケアマネ

の人材育成に協力する。 

 

④ 24 時間連絡体制を確保し、必

要に応じて利用者、家族からの相

談に対応する。 

① 外部研修は、状況によりオンラ

インを活用し、出来る限り参加し

た。内部研修にも毎回参加し、知

識・技術の向上に努めた。 

② 苦情があった場合は速やかに対

応するとともに、事業所内でも会

議を持ち改善策を検討した。 

 

③ 主任ケアマネージャーは、事業

所合同の勉強会主催に協力し、地

域のケアマネに対する人材育成に

取り組んだ。 

④ 当番制で 24 時間連絡可能な携

帯電話を受け持ち、必要に応じ相

談にも対応した。 

市からの委託業

務を行い、また地

域包括支援センタ

ーと連携し、地域

に貢献する事が出

来る。 

① 滝沢市在住の高齢者の心身状

況や家庭環境について、潜在的な

問題、ニーズ等を把握し介護予防

の対応に努める。 

② 介護相談を随時、受け「地域包

括支援センター」との連携を図

る。 

③ 認定調査や介護予防支援事業

を行うとともに、順次移行する事

業へ対応し、地域包括ケアシステ

ムの構築へ貢献する。 

常に地域包括支援センターとの連

携を密に行い、利用者、家族への支援

を行った。特に新規相談や虐待対応

等連携する場面も多く、併設の強み

を生かすことが出来た。認定調査も

可能な限り受託するよう心掛けてお

り対応することが出来た。 
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（1）ケアプラン作成目標への取り組み 

介護支援専門員 6 名 

居宅介護支援事業所　利用状況 （件）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

ケアプラン作成 207 212 212 217 213 216 222 222 219 219 206 214 2,579 214.9

新規 8 11 11 7 4 7 12 6 3 6 5 7 87 7.3

中止 3 5 3 3 2 2 4 4 4 4 4 3 41 3.4

終了 4 7 7 6 3 1 8 8 5 6 10 13 78 6.5

認定調査 1 6 6 2 6 4 6 5 5 4 4 5 54 4.5

平均介護度 1.8 1.8 1.9 1.8 1.7 1.8 1.7 1.8 1.8 1.8 1.8 1.9 1.8
 

 

（2）ケアプラン作成の基本方針 

ケアプラン作成に当たっては、「その利用者が可能な限り自宅において、その有する能力に応

じ自立した日常生活を営むことができるよう配慮する」という基本方針に基づき、利用者及び家

族の要望を尊重して作成した。 

 

 

事 業：第 2 種社会福祉事業 

事業名：松実会指定通所介護事業所 

事業目標 事業方針 評価 

住み慣れた地域

で生活が継続でき

るように、より身

近にサービスを提

供します。 

① 利用者の在宅における自立と

身体の機能維持を通所介護計画

に基づいて目指していく。 

 

 

 

② 利用者が安心してサービスが

継続できるように家族、地域、

関係機関と定期の運営推進会議

を開催し、情報を共有しながら

連携を図り、より地域性を構築

していきます。 

③ 利用者、家族に対し、サービ

スの提供方法等について、懇切

丁寧に説明し同意を得る。 

 

④ 適切な感染予防対策を講じ、

安心・安全なサービス提供を行

う。 

① 通所介護計画書に基づき、在

宅生活が継続できるよう、自立

と身体機能の維持に努めた。小

規模事業所の良さとして行き届

いたサービスを提供する事が出

来た。 

② 年 2 回の運営推進会議を開催

し、事業所の活動報告を行った。

運営推進委員から沢山の意見を

いただき、情報交換する事が出

来た。 

 

③ 介護認定の変更に伴う料金説

明やサービスの提供方法等につ

いて本人と家族に丁寧に説明し

同意を得た。 

④ 感染予防対策を講じ、事業所

内に持ち込む事なく安心安全に

サービスを提供する事が出来

た。 
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（1）通所介護目標への取り組み 

   目標利用人数 10 名に設定し営業を行い、1 日平均 8.6 名の利用となった。 

   感染対策を行いながら行事や外出機能訓練も通常通り実施することが出来た。 

提供時間 7 時間以上 8 時間未満 

利用者の推移

定員：10名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

稼働日数 22 22 21 23 21 22 23 20 21 20 20 22 257 21.4

要支援１ 4 7 7 8 7 6 9 7 7 5 8 4 79 6.6

要支援２ 9 9 8 9 9 3 0 0 0 0 0 3 50 4.2

要介護１ 50 48 36 43 40 41 42 37 42 44 45 50 518 43.2

要介護２ 80 81 99 106 87 99 77 71 75 77 72 81 1,005 83.8

要介護３ 50 34 30 49 51 44 61 43 46 49 52 57 566 47.2

要介護４ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

要介護５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

利用者実人数 22 23 24 25 25 25 23 24 23 24 23 23 284 23.7

利用者延人数 193 179 180 215 194 193 189 158 170 175 177 195 2,218 184.8

平均介護度 1.8 1.6 1.7 1.7 1.7 1.7 1.8 1.8 1.7 2.0 2.0 2.0 1.8

1日平均利用者数 8.8 8.1 8.6 9.3 9.2 8.8 8.2 7.9 8.1 8.8 8.9 8.9 8.6  
 

（2）活動の基本方針 

  目標達成に向けて次の方針に基づき活動した。 

① 介護サービスの提供時に、利用者、家族にサービスの提供方法等について理解を得られ

るよう丁寧に説明を行うことが出来た。 

② 居宅介護支援事業所の担当者に対して利用者の利用状況をお伝えし連携が出来た。 

③ 通所介護職員全員に入浴に関する研修会を実施した。 

④ 地域ケア会議に参加し、近隣の事業所と顔が見える関係を築くことが出来た。 

 

【施設行事】 

（一般・介護付） 

実施月 行事名 内   容 

4 月 お花見ドライブ 

５日間に分け「道の駅にしね」で買い物と花見、

県立大学で花見を実施。一般は四十四田ダムと県営

運動公園に行った。 

5 月 行楽弁当 
行事食を弁当箱にて提供。食事を召し上がりなが

ら県内の桜の名所の映像を見ていただいた。 

6 月 
ワクワク運動会 

利用者全員が参加できる競技を２つ行う。最後は

水分補給としてジュースとゼリーを召し上がった。 

みかわや移動販売 春夏物の衣類、下着、タオル類の販売を実施した。 

7 月 スイカ割り大会 

ミニ縁日を設け千本釣り、金魚すくいを行う。ス

イカを割り、召し上がりながら祭りの映像を見て頂

いた。 

8 月 巣子自治会夏祭り 

屋台の焼きそば、焼き鳥を昼食に召し上がって頂

く。外の屋台ではお祭り広場で射的や、余興を見て

頂いた。 
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８月 かき氷週間 
午後の水分補給として食堂に来ていただきかき

氷の提供を行った。 

9 月 長寿を祝う会 

昼食はお祝い膳を召し上がっていただいた。午後

からの式典は祝い歳の方々をはじめ利用者の皆様

に記念品を贈呈。ボランティアの「長坂夫妻」より

演舞披露をして頂いた。 

10 月 

紅葉ドライブ＆ショッピング 

「道の駅たみっと」では岩手山と紅葉、ソフトク

リーム。「渋民イオン」ではショッピングを行った。

一般は「石川啄木記念館」へも訪れた。 

秋祭り 

今年度初めて実施。利用者の作品展示を行う。屋

台でうす焼き、チョコバナナ、トロピカルジュース

を提供。「恒川舞」様、「さんさ好み」様より、さん

さ踊りを披露していただいた。 

１１月 

みかわや移動販売 冬物の衣料品等の販売を実施した。 

寿司の日 

今年度は初めて八幡平市の「たかはし食堂」より

出前寿司を取る。寿司の他、茶わん蒸しやすまし汁、

デザートも提供。 

12 月 クリスマス忘年会 

シャトレーゼよりケーキを購入し提供。一年間の

振り返りの映像の見て頂く。職員のハンドベル、く

じ引き大会、旗揚げゲームなどを実施。 

1 月 新年交賀会 

昼食ではお祝い膳を提供。午後からの会では毎年

恒例の職員による獅子舞と書初めを披露。ボランテ

ィアバンド「クラシックポップコーン」・筝（こと）

「KOTO・KOTO」の演奏を聴く。帰りにはおみく

じを引いて頂く。 

2 月 節分 
鬼に見立てたくす玉割りを２チームに分かれ行

った。おやつとお茶のおふるまいを行う。 

 3 月 ひな祭り会 

ひな祭り、ひな壇の由来について動画鑑賞。ひな

祭りクイズ、歌を実施。どら焼きの皮に自分であん

こをはさんで頂き、甘酒と共に召し上がる。 

 

〔共 通〕 毎月；懇談会・誕生会を実施した。 

〔一 般〕 利用者の希望を集い、月に一回程度ショッピングを実施。また毎月の「サロン」では、

健康に関することや日常の生活に役立つ内容について外部講師を招いて実施した。 

〔介護付〕 ４月から１２月までショッピングドライブ実施。今年度はツルハ・ダイソーとビッグ

ハウスを交互に実施した。 

 

（通所） 

実施月 行事名 内   容 

４月 
行楽ドライブ 

（野外機能訓練） 

開花状況に合わせ行き先を変更し、桜鑑賞

を行った。外の空気や季節を感じ気分転換を

図りながら行楽ドライブを実施した。 

5 月 

春の大運動会 
様々な種目に参加し、適度に身体を動かし

ながら他利用者との交流を図った。 

ショッピング 

（外出機能訓練） 

渋民道の駅での買い物は足元に緊張を感

じ、安全な身体コントロール訓練を実施した。 

6 月 
新緑ドライブ 

（野外機能訓練） 

渋民イオンへ外出し、足湯に入り気分転換

を図りながら新緑ドライブを実施した。 
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7 月 

納涼会（施設行事に参加） 

施設行事は未実施。デイサービスで夏祭り

らしいレクリエーションや屋台メニューを提

供し納涼会週間を実施した。 

行楽ドライブ 

（野外機能訓練） 

雫石長山街道のあじさいを鑑賞しながら野

外散策を行った。 

8 月 地域の方との情報交換会 

令和7年度第1回目の運営推進会議を開催

しデイサービスの活動報告、地域の方との情

報交換を行った。 

9 月 

長寿を祝う会 
記念品贈呈や職員による余興、会食で健康

長寿をお祝いした。 

ショッピング 

（外出機能訓練） 

巣子大膳ストアで買い物しながら足元に緊

張を感じ、安全な身体コントロール訓練を実

施した。 

10 月 

紅葉ドライブ 

（野外機能訓練） 

雫石玄武洞へ外出し、外の空気や季節を感

じ気分転換を図りながら紅葉ドライブを実施

した。 

秋まつり 
利用者の創作品の出展や投票参加、屋台、ボ

ランティアによるさんさ踊りを鑑賞した。 

11 月 
ショッピング 

（外出機能訓練） 

盛岡桜台マートで買い物しながら足元に緊

張を感じ、安全な身体コントロール訓練を実

施した。 

１２月 クリスマス忘年会 

クリスマスケーキや行事食を提供し、スラ

イドショー鑑賞をしながらデイサービスで過

ごした１年間を振り返った。 

1 月 新年会 
ボランティアによるバンド鑑賞やお祝い御

膳の提供をし、新年をお祝いした。 

2 月 地域の方との情報交換会 

令和7年度第2回目の運営推進会議を開催

しデイサービスの活動報告、地域の方との情

報交換を行った。 

毎月 誕生会 
他利用者との交流を図りながら、誕生者の

お祝いを行った。 

適宜 クッキング 
利用者参加型クッキングレクで季節に合っ

た料理作りを行った。 

 

【地域との交流促進】 

○一般・介護付共通 

実施月 団体名 内   容 

４月 滝沢市高齢者支援課 滝沢市地域ネットワーク会議 

８月 
令和７年度子どもゆめ基金助成活動 ジュニアリーダー福祉ボランティア活動 2025 

巣子自治会 巣子自治会夏祭り 

９月 北上市立和賀東中学校２学年 職場見学、体験学習 

９月 滝沢市地域包括支援センター オレンジフェスタ 2025 

１２月 盛岡大学付属高等学校１学年 インターンシップ 

4～３月 巣子保育園 毎月カレンダー・秋の火災予防運動など 
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〇通所介護 

実施月 団体名 主催者 

4 月 滝沢市地域包括支援センター 滝沢市地域ネットワーク会議 

7 月 松実会地域包括支援センター 滝沢市北部地域ネットワーク会議 

8 月 通所介護事業所地域推進会議 松実会指定通所介護事業所 

11 月 松実会地域包括支援センター 滝沢市北部地域ネットワーク会議 

2 月 通所介護事業所地域推進会議 松実会指定通所介護事業所 

【研修】 

（事業所内共通研修） 

実施月 研修名及び講師 参加人数 

４月 
「法令遵守と倫理」        地域包括支援センター 高橋所長 

「身体拘束廃止と高齢者虐待防止」  居宅介護支援事業所 鈴木管理者 
１７名 

５月 「食中毒とその予防」                       栄養士 森 ９名 

６月 

「BCＰ訓練」                   各事業所実施 ３5 名 

「腰痛予防」                機能訓練指導員 田村 １１名 

「メンタルヘルス・ストレスチェック」        施設長 古川 １２名 

入浴支援・入浴時リスクマネジメント（通所介護事業所） ４名 

７月 「転倒転落等の緊急時対応」   看護主任 宮城、機能訓練士 田村 ９名 

８月 
「人事評価におけるフィードバック面接の重要性とポイント」 

施設長 古川 
６名 

９月 
「労働問題となる前に早期発見と適切な対応」 

特定社会保険労務士佐々木誠氏 
２５名 

１０月 
「身体拘束・高齢者虐待防止事例検討会」 

身体拘束・高齢者虐待防止委員会 
１８名 

１１月 
「腰痛予防について」            機能訓練指導員 田村 １８名 

「感染性胃腸炎と嘔吐物処理」   地域包括支援センター 加藤主任 １２名 

１２月 

「プライバシー保護・プライバシーと個人情報の違いについて」 

施設長 古川 
２０名 

「接遇・福祉職員が身につけたら良いと思う接遇ポイント」施設長 古川 １１名 

２月 
「ⅤR 機器を活用した体験型学習及び最新の BＰSⅮガイドラインを含

んだ認知症勉強会」      大塚製薬株式会社東北支店盛岡出張所 
１８名 

   

施設外研修 

〇ケアハウス（一般・介護付） 

実施月 研修名 主催者 参加人数 

６月 コミュニケーションスキルアップ研修 社福）岩手県社会福祉事業団 １名 

７月 
福祉サービスの苦情を考えるセミナー 岩手県福祉ｻｰﾋﾞｽ適正化委員会 １名 

高齢者施設向け感染症対策研修会 盛岡赤十字病院 １名 

９月 

高齢者の口腔機能の維持・向上について 
岩手県県央保健所盛岡北部地域

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ広域支援ｾﾝﾀｰ 
１名 

３つのｶﾃｺﾞﾘｰで事故防止対策を学ぶ あいおいニッセイ同和損保 １名 

福祉サービス苦情解決情報交換会(応用

研修) 
社福）岩手県社会福祉協議会 １名 

１０月 
東北ブロック大会 

 一社）日本認知症ケア学会 
厚生労働省老健局 １名 

１１月 
甲種防火管理者新規講習 一財）日本防火・防災協会 １名 

私の生き方ノートの書き方と活用について 松実会包括支援センター 2 名 

３月 介護職員等医療的ケア研修 社福）岩手県社会福祉協議会 １名 
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３月 
岩手県高齢者権利擁護推進員養成研修 公財）いきいき岩手支援財団 １名 

介護現場の生産性向上推進フォーラム 厚生労働省 １名 

 

〇居宅支援事業所 

実施月 研修名 主催者 参加人数 

4 月 滝沢市地域ネットワーク会議 滝沢市地域包括支援センター 2 名 

5 月 
カスタマーハラスメント 岩手県介護支援専門員協会 2 名 

仕事力 UP セミナー：疾患の理解 滝沢市地域包括支援センター 1 名 

6 月 
難病支援 盛岡地区介護支援専門員協会 2 名 

滝沢市地域ﾈｯﾄﾜｰｸ会議：ｲﾝﾌｫｰﾏﾙｻｰﾋﾞｽ 滝沢市地域包括支援センター 1 名 

7 月 

滝沢市地域ネットワーク会議 松実会地域包括支援センター 2 名 

仕事力 UP セミナー：本人の能力や強

みを活かせる支援 
滝沢市地域包括支援センター 1 名 

8 月 ケアする人をケアする事例検討 岩手地区介護支援専門員協会 1 名 

10 月 
滝沢市地域ネットワーク会議：ゲート

キーパー、BCP 

滝沢市地域包括支援センター 
2 名 

11 月 

滝沢市地域ネットワーク会議：高齢者

の意思決定支援 
松実会地域包括支援センター 2 名 

仕事力 UP ｾﾐﾅｰ：前頭側頭型認知症 滝沢市地域包括支援センター 1 名 

12 月 

シャドーワークについて考える 盛岡地区介護支援専門員協会 1 名 

介護職員の働きやすい職場環境づくり 岩手県介護支援専門員協会 1 名 

滝沢市地域ネットワーク会議 滝沢市地域包括支援センター 2 名 

2 月 仕事力 UP セミナー：認知症 滝沢市地域包括支援センター 1 名 

3 月 
仕事力 UP セミナー：医療介護連携 滝沢市地域包括支援センター 1 名 

これからの介護保険 株式会社サンメディカル 2 名 

 

【事故報告】  ４件 
・介護付ケアハウス 

内容 左手首橈骨遠位端骨折 

事故概要 

夜勤巡視時に居室内で転倒しているところを発見。トイレに行ってきた際にふらつき

転倒した様子。靴は履いておらず靴下のままで歩いたため滑った可能性もあり。電気

をつけない習慣があるため、暗くて見えにくかったことも考えられる。 

対応 整形外科受診、左前腕ギプス固定(５週間)経過良好、施設にて生活継続。行政報告済み 

・一般 

内容 鼻と膝の打撲、口腔内の裂傷 

事故概要 
朝食を終え居室に帰る際、廊下で転倒した。靴底に滑り止めがついた靴を履いており、

すり足で歩く傾向があるため躓いてしまった。 

対応 受診し薬が処方され経過は良好。行政報告済み 

 

内容 左腕の骨折 

事故概要 
早朝に居室内で転倒した。普段は歩行器を使用しているが居室内は何にも掴まらず歩い

ており、バランスを崩した。 

対応 手術後のリハビリを終え退院、経過良好。行政報告済み 

 

内容 背中の打撲 

事故概要 
居室内のトイレで転倒した。排泄時にズボンを下げる際、トイレの手すりに掴まらなか

ったためバランスを崩した。 

対応 受診の結果異常なし。経過良好で当施設入居中。行政報告済み 
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〇受付形態（延件数　件） 〇受付分類（重複あり　延件数）

〇相談者（延人数　件）

〇消費者被害への対応　　 人（安全安心協力センター「声かけ活動」報告件数）

1

令和７年度　松実会地域包括支援センター事業実績報告

１　総合相談支援、権利擁護

来所 97 介護保険サービス 391

FAX 0 認知症相談 90

電話 458 医療相談 95

訪問 553 うつ、ひきこもり等精神相談 44

成年後見制度相談 10

生活支援 138

メール 0 虐待相談 18

ケアマネ支援　※１ 10

その他 11 権利擁護 22

合計 1119 介護予防、保健相談 3

地域住民 9 福祉用具相談 0

ケアマネジャー 108 救急キット 0

本人 614 実態把握　※２ 436

家族・親族 191 住宅改修 0

118

医療機関 42 合計 1377

民生委員 62 緊急通報装置 1

警察 8 免許返納要望書 1

社会福祉協議会 7

介護サービス事業所 27

地域包括支援センター 13

行政職員 24 その他

255

その他 14

合計 1119

231 世帯

様式第６号関係

〇評価及び次年度の方向性

総合相談の件数について、前年度と比較すると令和6年度1,156件に対して今年度1,119件と件の37件の減であった。

受付形態別にみると「来所」は令和6年度84件に対して今年度97件、「電話相談」は476件に対して458件、「訪問」は585件に対

して553件となっている。実働の回数としては増えている体感ではあるが、1件の帳票に対して対応に目途がつくまで経過を記録し

ていったため減少となった背景がある。そのため、経年の比較は難しいが大きな件数の変化はないと言える。

相談者別にみると「ケアマネジャー」「介護サービス事業所」「行政」からの相談や情報提供が増加しており、特にケアマネジャー

からの相談がR6年度62件に対して今年度108件と大幅に増加。ケアマネジャーからの相談のうち「生活支援」が多く、特に生活困

窮や債務関係の相談が増えている。また、「その他」については66件から118件となっており「情報提供しておきたい」「同居の子

供について」「安否確認」等の相談が増加。特に子供や孫世代に関する相談も入ってくることから、関係各所との連携を円滑にし

ていく必要がある。「介護サービス」は、開所後の5年間のうちR6年度474件が最多で、今年度は391件と83件の減少となっている。
実態把握訪問の際に、消費者被害に係る電話や訪問等がないか確認し、注意喚起の声をかけながら県警からのチラシ配布

に努めた。今年度からカウントの方法が変更となっており、世帯数と人数に大きな差がない。また、特殊詐欺被害者の相談への
対応があり、早期から被害者へ支援の必要性を感じた。当該の活動は予防活動として、次年度も引き続き実施していく。
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〇主催 （北部圏域ネットワーク会議、ケアマネ情報交換会等）

〇参加

〇主催 （地域ケア個別会議Ⅰ）

〇主催 （地域ケア個別会議Ⅲ） 実績なし

〇参加

２　包括的・継続的ケアマネジメント　

会議・研修名 日時 場所 内容 参加人数

第2回市内居宅介護支援事業所情報交換会 3月5日 滝沢市社会福祉協議会
滝沢市の地域課題について

意見交換
韮澤

３　地域ケア会議　　

会議・研修名 日時 場所 内容 参加者名

滝沢市地域ネットワーク会議 4月23日 ビッグルーフ滝沢 市内事業所の情報交換等
高橋 韮澤

加藤

第1回滝沢市内居宅介護支援事業所等情報交換

会
7月31日 市役所 情報交換、事例検討 韮澤 鈴木

滝沢市地域ネットワーク会議 10月22日

日時 場所 内容 参加人数

11月5日 市役所 「前頭側頭型認知症を理解する」 田中

2月4日 市役所
「認知症本人同士の語り合いから見えたもの

～本人ミーテイングを通して～」
鈴木

3月11日 工藤

（地域ケア個別会議Ⅱ）

日時 場所 内容 参加者名

事例検討会「本人の能力や強みを活かせる支援について」 加藤

9月29日 滝沢ふるさと交流館 「私の生き方ノート書き方講座」 高橋

第1回滝沢市北部地域ネットワーク会議 7月16日 葉の木沢山活動センター
関係機関との情報交換

特殊詐欺被害の傾向と対策
22名

第2回滝沢市北部地域ネットワーク会議 11月19日 葉の木沢山活動センター
私の生き方ノートの書き方

と活用について
19名

北部圏域居宅介護支援事業所情報交換会 2月3日 葉の木沢山活動センター
ケアマネ業務の内容、厚労

省の情報提供等
9名

介護予防支援業務及び介護予防ケアマネジメン

ト業務委託事業所連絡会議
4月16日 市役所

令和6年度業務委託実績

令和7年度業務委託について
高橋 加藤

介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントに

係る研修
3月3日 ケアハウス巣子

新規採用職員に対する標記

研修の実施
1名

市役所
研修会、行政説明、情報提

供
高橋 韮澤

6月18日 葉の木沢山活動センター 『痛みによってADL（日常生活動作）が著しく変化するケース』について 20名

10月15日 葉の木沢山活動センター 『親族がおらず夫婦ともに介護が必要な世帯の長期支援』について 12名

5月21日 市役所 「がんの治療選択や副作用反応に関すること、緩和ケアに関する事」 韮澤

7月23日 市役所

市役所 事例検討会「医療介護連携に関する事例」

〇評価及び次年度の方向性

主催の地域ネットワーク会議については、1回目は盛岡西警察署生活安全課より特殊詐欺の傾向と対策について講義いただき、参

加者から活発に質問が挙がり関心が高かった。2回目は市包括から発行した「わたしの生き方ノート」の使い方や活用方法について

担当保健師と在宅医療介護連携コーディネーターへ講師を依頼した。引き続き参加者の実情に合ったテーマを企画し、事例検討や意

見交換を重ねながらネットワーク構築を有効的なものにしていきたい。

居宅介護支援事業所情報交換会については、北部圏域にある全5事業所から参加いただき、介護支援専門員のシャドーワークにつ

いて参加者から現状を聞き、対応について工夫していること等を共有した。引き続き情報交換を行いながら共に良い支援に繋げたい。
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〇主催（第二層協議体）　　

〇参加の会議・研修、地域活動への参加状況　　※別紙１　参照

〇主催（認知症サポーター養成講座）

〇参加の会議・研修　　※別紙２　参照

講座（社会福祉学部学生）

講座（２年生）

講座（６年生）

講座（人間科学科2年生）

講座（企業）

12月12日 8名

7月3日 13名

8月27日 14名

11月26日 42名

５　認知症総合支援　

日時 参加人数

5月20日 7名医療生協会員の自宅

場所

講座（地域住民）

内容

6月21日 5名

岩手県立大学

滝沢東小学校

一本木小学校

岩手県立盛岡農業高等学校

いわて生活協同組合盛岡北センター

４　生活支援体制整備　　

会議・研修名 日時 場所 内容 参加人数

第二層協議体 7月29日 巣子集会所 集いの場について 5名

第二層協議体 7月30日 川前地区コミュニティセンター 買い物支援について 13名

〇評価及び次年度の方向性

今年度は２地区で第二層協議体を行い、集いの場と買い物支援について情報交換を行った。集いの場に関しては、空きスペースの
活用や柔軟性のある交流の形について考えるきっかけとなった。買い物支援に関しては、企業が地域の声を聞き取りながら実際に

試験的支援が２度行われた。求められる支援の形や効果などを共有することができた。

また、定期的に開催されている各地域のサロンでは、介護予防の意識を持ち合いながら活動していた。参加者の減少・固定化がみ

られる中、独自の工夫がなされ参加者による主体的活動が行われているが、活動の普及に関しては課題であると考える。

〇評価及び次年度の方向性

認知症サポーター養成講座については北部地域で6回開催。地域住民宅、小・高等学校、大学、企業に出向き実施。「認知症の特
徴を知りイメージが変わった」「関わり方を知ることができた」など感想を頂いた。また企業で実際にあったトラブルについての情報もあ

り、ネットワークの必要性を共通認識とすることができた。今後も幅広い世代の方々へ新しい認知症観の普及啓発を行うとともに、認

知症支援活動（認知症カフェ、スローショッピング、認知症介護家族のつどい、オレンジミーティング等）と連携し、スムーズに支援につ

ながるよう取り組んでいきたい。

〇抽出された地域課題

地域ケア個別会議Ⅰでは「体調が日々変わる方の支援」、「親族がいない世帯の支援」等の地域課題が抽出された。地域ケア個別
会議Ⅲは、今年度は開催がなかった。介護認定は軽度でも病気によって体調が大きく変わるかたの支援や親族、身寄りのない方に

介護サービスだけではなく地域資源や地域活動に繋げるための手立て等が課題となった。

〇評価及び次年度の方向性

個別会議Ⅰは、例年通り２回の開催であった。昨年度からオブザーバーとして市内居宅の主任ケアマネジャーに参加して頂き、2年

目という事もあり活発な意見交換ができた。今まで会議に参加したことのないケアマネジャーからは、各専門職の意見がもらえる場で

あることの理解が得られた。また委嘱委員との関係性も深まっており、会議の進行や意見交換がよりスムーズになったと感じる。

次年度の方向性として、高齢化に伴い介護サービスの相談や利用も増えているが、包括支援センターとして地域の特徴を把握し幅
広く地域資源や介護予防事業に繋げられるよう、情報提供しながら地域全体で支えられるような方向で支援したい。
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〇主催（家族介護者教室）

〇その他（会議等）

包括

６　介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント　

計介護予防ケアマネジメント介護予防支援事業

初回基本 初回基本 初回基本

303 9 359 15 24662

1090

787

39

30

1043

684

46

31

会議・研修名 日時 場所 内容

85

61

2133

1471

計

委託

参加者名

７　その他　　　

会議・研修名 日時 場所 内容 参加人数

第２回家族介護者教室 9月27日 葉の木沢山活動センター　 排泄のトラブルについて 24名

今が一番館運営推進会議

4月22日

6月24日

8月26日

10月28日

12月23日

2月24日

今が一番館

活動報告・利用者の様子・

防災訓練・防犯対策につい

て・身体拘束廃止について

加藤

韮澤

工藤

田中

鈴木

高橋

まごの手運営推進会議

4月18日

6月20日

8月22日

10月17日

12月19日

2月20日

ケアホームまごの手 運営状況・情報共有

田中

鈴木

加藤

高橋

韮澤

工藤

デイサービス今が一番館

運営推進会議

9月22日

3月23日

第１回家族介護者教室 6月28日 ケアハウス巣子　機能訓練室 相続と終活について 20名

今が一番館 活動報告・利用者の様子
髙橋

韮澤

にこにこりはびりデイサービス

巣子るーむ運営推進会議

5月19日

11月21日

にこにこりはびりデイサービス巣

子るーむ
活動報告・利用者の様子

高橋

工藤

滝沢市内包括との合同定例会議

4月17日

5月16日

6月19日

7月17日

8月18日

9月16日

10月16日

11月17日

12月16日

1月19日

2月17日

3月16日

市役所

市役所

ケアハウス巣子

オンライン

市役所

オンライン

丹内ビル(南包括)

オンライン

市役所

市役所

オンライン

市役所

月次報告・総合相談の対応

状況等について

韮澤 高橋

加藤 工藤

田中 鈴木

※開催場

所により

参加人数

変動有り

岩手医科大学看護学部実習生受入

れ
12月15～18日 北部地域、訪問先

地域包括支援センター業務

について
加藤

〇評価及び次年度の方向性

昨年度から約100件増加しており、特に下半期が増加傾向にあった。介護申請の希望も増えてきていることから、介護サービス利用
もそれに伴い増加している状況。要介護認定の相談や申請に適切に対応しながら、介護予防の声掛けや介護予防事業へのつなぎも

積極的に実施していきたい。
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〇その他（研修等）

 加藤

北部民生児童委員協議会総会 4月10日 北部コミュニティセンター
新年度の挨拶

包括の業務と相談実績

高橋 加藤

韮澤 鈴木

介護支援専門員専門Ⅰ・更新研修
6月23～24日
7月22～23日

盛岡市勤労福祉会館
介護支援専門員実務に係る
研修

田中

会議・研修名 日時 場所 内容 参加者名

消費者見守り研修 7月14日 県立大学
地域で繋ごう見守り支援の
輪

韮澤

岩手県地域包括支援センター等職
員総合相談支援研修

7月22日 アイーナ 総合相談支援について 工藤

一人を支える１チーム

4月23日
7月30日

10月22日
1月15日

ふるさと交流館

重層的支援体制整備事業推進会議
7月31日

3月13日

市役所

市役所

事業計画及び経過報告等

経過報告等

加藤

髙橋

重層的支援会議

5月21日
7月16日

9月30日
11月28日

1月26日

市役所 ケース検討等

高橋
田中

工藤
高橋

韮澤

会議・研修名 日時 場所 内容 参加者名

第1回高齢者健康福祉協議会 11月12日 市役所 報告 高橋

高齢者虐待コアメンバー会議

5月9日

7月17日
8月25日

1月15日

オンライン
虐待の有無と緊急性の判断
及び今後の対応について

高橋 韮澤
加藤

いきいきライフを語る会 12月5日 市役所 事業報告・グループワーク 韮澤

避難者台帳説明会 7月11日 市役所 台帳の使用について説明 工藤

市内居宅介護支援事業所共同研修
会

6月11日

7月16日
9月10日

市役所

葉の木沢活動センター
篠木多目的センター

事例検討

事例検討
事例検討

工藤

韮澤
田中 鈴木

盛岡地区地域包括支援センター協
議会令和７年度総会

6月13日 北部コミュニティセンター 事業報告・事業計画 高橋

健康状態不明者への家庭訪問打ち

合わせ
5月30日 市役所 事業の実施内容について

韮澤
髙橋田中

加藤鈴木
韮澤工藤

岩手県重層的支援体制整備事業研
修会（兼連絡調整会議）

7月30日 岩手県高校教育会館 連絡調整会議及び実践報告 加藤

地域包括支援センター職員職種別
研修「社会福祉士向け」

7月31日 アイーナ 講義・演習 高橋

障がい者の事例について

第一回重層的支援体制整備事業推
進会議

7月31日 市役所 実施計画及び経過報告等 加藤

巣子地区夏祭り 8月2日 ケアハウス巣子
巣子地区、ケアハウス巣子
合同夏祭り

高橋 加藤
工藤 田中

鈴木

身寄りのない方への支援を
考える

高橋 田中

医療介護連携に係る面会 9月10日 オンライン
岩手県立中央病院連携室と
の意見交換、業務説明

高橋 加藤
韮澤 工藤

田中 鈴木

もらさん尿講座（サロン） 8月19日 ケアハウス巣子 尿失禁の原因と予防 加藤

岩手地区介護支援専門員協議会

八幡平市西根地区居宅介護支援事
業所合同研修会

8月20日
八幡平市市役所

誇りを持って仕事する！ケ

アする人をケアす事例検討
の理念と実際

高橋 韮澤

地域包括・在宅介護支援センター
フォーラム

9月2日 オンライン
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８　総評　

地域包括支援センター職員職種別

研修「保健師向け」
9月29日 アイーナ 地域診断等 加藤

岩手県立大学社会福祉学部第10回
学術講演会・県大福祉フォーラム

11月1日 岩手県立大学

認知症　地域社会で支える

『共生社会』の実現に向け
て

韮澤 田中

高橋 韮澤

田中

地域包括支援センター社会福祉士

情報交換会
11月1日 ふれあいランド岩手 グループワーク・情報交換 高橋

介護保険相談・苦情処理業務担当

職員研修
11月7日 オンライン 講義 高橋

地域包括支援センター職員キャリ

ア別『ﾘｰﾀﾞｰ』研修
11月21～22日 マリオス 講義・演習 高橋

成年後見制度利用促進研修 11月26日 オンライン 講義・演習

地域包括支援センター職員向け

「主任介護支援専門員」研修
2月18日 マリオス スーパービジョンの構築 韮澤

県立盛岡農業高等学校

プロジェクト発表会
12月16日 県立盛岡農業高等学校 聴講・意見交換 鈴木 加藤

岩手県ヤングケアラー支援セミ

ナー
12月25日 アイーナ 講義・グループワーク 加藤

滝沢市議会環境厚生常任委員会意

見聴取
1月23日 ケアハウス巣子 議員６名より意見聴取 高橋 加藤

ケアマネ支援センター巡回相談研

修会
11月27日 ふれあいランド岩手 講義 髙橋

岩手県権利擁護研修 12月4日 アイーナ 講義 加藤

会議・研修名 日時 場所 内容 参加者名

〇評価及び次年度の方向性

今年度は、介護支援専門員実務者研修、地域包括支援センターの業務を行う上で必要な職種別研修等の機会を確保できた。重層
的支援会議や一人を支える1チームの事例検討会にも各職員が参加し、多職種との交流・連携を深め学ぶことが出来た。次年度も職

員全員が包括支援センター職員としてのスキルアップを目指すため、地域包括支援センター初年者研修、介護支援専門員研修会、

主任介護支援専門員研修会等への参加を予定している。

地域密着型事業所の運営推進会議へも毎回参加し、各事業所の活動や事業内容等の把握と情報共有を行うことができた。
また、毎月の市内包括支援センターとの合同会議により、事業内容の報告と確認、困難事例の情報共有、必要な研修・会議につい

ても助言をいただきながら業務を進めることができた。

総合相談を対応していく中で、キーパーソンの不在や、疾病や障がい、距離的なものなど何らかの理由で家族の対応力の弱さや対

応の難しさを感じるものが増えてきており、それは、地域ケア会議においても、地域課題として挙がってきているものでもあった。この
点については、一つの包括だけではなく、行政や他圏域の包括、他機関と今後も継続した検討や対応が必要であると感じており、上

記を含む複合的な課題については、引き続き重層的支援体制整備事業との連携を図っていきたい。

介護予防支援および介護予防ケアマネジメントについては、件数の増加が続いていることから、適切な介護申請や介護サービスの
説明を実施しながらも、要介護・要支援状態になる前の介護予防の取り組みや事業へつなぐ働きかけも強化していく必要があると感

じている。その一環として、生活支援体制整備事業における地域活動の活発化や新しい取り組みの創設や、認知症総合支援におけ
る認知症サポーター養成講座や認知症カフェ、その他認知症関連事業に力を入れる事により、より住み慣れた地域で安心して暮ら

せる環境づくりを推進していきたい。
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【特別養護老人ホーム麗峰苑拠点区分】 
事 業：第 1 種社会福祉事業 

施設名：特別養護老人ホーム麗峰苑 

事業目標 事業方針 評価 
利用者一人ひ

とりの個性や生

活リズムを尊重

したケアを目指

す 

① 利用者一人ひとりのニーズと意

思を尊重し、残存機能の活用を図り

自律的な生活の機会を得られるよ

うに努める。 

② 利用者の望む暮らしに着目し、生

活の中での楽しみや生きがいを通

して「その人らしい生き方」の実現

を目指す。 

③ 感染症や災害が発生した場合で

あっても、必要な介護サービスが継

続的に提供できる体制を構築する。 

① 利用者や家族の意向をサービ

ス計画に反映させるように努め、

自立支援を意識したサービスの

提供に繋げた。 

② 施設内でのクラブ活動や行事、

外出支援等、利用者の意向を可能

な限り実現できるよう取り組む

ことが出来た。 

③ 感染症発生時の体制は概ね構

築出来た。自然災害については、

引き続き研修や訓練を継続し、体

制構築に努めたい。 

地域福祉・地域

活動に積極的に

関わりを持つ 

① 積極的に保育園・小学校・中学校・

高校等と関りを持つことで地域社

会の一員としての役割を果たす。 

 

② 介護予防講座を開催し、地域住民

が住み慣れた地域で暮らし続ける

為の社会資源としての役割を果た

す。 

① 平舘小学校での介護教室、平舘

高校運営協議会委員、成年後見人

の受託等、地域の求めに応じ活動

することが出来た。 

② 近隣の自治会からの依頼に応

じ、介護予防講座を開催し、参加

者からも概ね好評だった。 

職場の働きや

すさと働き甲斐

を追求した職場

環境の確立を目

指す 

① 職員同士がお互いを認め、高め合

い、成長できる職場風土の構築を目

指すべく、自己目標設定シートを実

施、評価し、職員のモチベーション

アップに繋げる。 

② 職業性ストレスチェック制度の

実施を図り、高ストレス者の産業医

面談の実施を図るなど、職員が安心

して働ける施設環境に努める。 

③ 働き方改革による、年次休暇につ

いて職員の理解と協力の下、公平・

確実に取得の実施を図る。 

④ 安全衛生委員会の年間計画の元、

職員自らが働きやすい職場つくり

を目指せる環境を整える。 

 

⑤ 研修の一環として、職員向けの腰

痛予防教室を開催し、施設職員全体

で腰痛予防への意識向上を図る。 

① 目標設定シートの活用が上手

く出来なかったが、職員個々の希

望を聞き、外部研修の受講に繋げ

る等、スキルアップに努めた。 

 

② 高ストレス者等に対しては、ユ

ニット異動を行うなど離職防止

に努めた。 

 

③ 法人目標である年次休暇(6 日)

は、全員取得することが出来た。 

 

④ 安全衛生委員会を中心として

５S 活動に努め、故障個所等に早

期に対応するようにし環境維持

に努めた。 

⑤ 安全衛生委員会の企画で、機能

訓練指導員を講師に腰痛予防研

修の開催。毎週 1 回朝礼時に体操

を実施し、腰痛予防の意識向上に

努めた。 
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（1）入居者の確保への取り組み／要支援・要介護の状況 

  入居者定員数（60 名）の維持確保に取り組んだ結果、月平均 59.7 名の実績を得た。 

入居者の要介護の状況

4月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

要介護2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

要介護３ 361 434 375 371 403 390 403 360 372 372 348 380 4,569 380.8

要介護４ 897 857 874 930 899 870 889 840 882 908 785 909 10,540 878.3

要介護５ 524 568 540 558 558 540 558 588 602 558 532 542 6,668 555.7

計 1,782 1,859 1,789 1,859 1,860 1,800 1850 1788 1856 1838 1665 1831 21,777 1,824.8

平均介護度 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1

定員：60名

延
利
用
者
数

 
 

（２）入退居の状況 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

入居 3 1 1 1 0 0 0 2 2 2 1 2 15 1.3

退居 1 1 1 1 0 0 1 2 2 1 1 2 13 1.1  
（主な入居理由）退院後の在宅での生活が困難であるため 

（主な退居理由）死亡/長期間の入院が必要 

 

入院の状況（（空床利用）短期入所生活介護）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

入院日数 65 92 68 50 20 54 64 40 83 52 47 30 665 55.4

短期利用日数 58 14 42 32 10 34 47 18 23 17 0 0 295 24.6
 

 

（3）提供サービス充実への取り組み 

・前年度の課題で上げた入所待機者の確保については、関連施設や地域の病院、サービス事業所と

連携し利用者確保に努めた。 

・施設内での感染者の発生等もあり、小学校等の行事に利用者を参加させることは出来なかったが、

ユニット企画で外出の機会を設ける等、利用者が楽しみや生きがいを感じられるよう努めた。 

・施設内外の研修に参加することで、個々の職員の資質向上に努めサービスの質の向上に反映する

ように努めた。 

 

 

事 業：第２種社会福祉事業 

・麗峰苑指定短期入所生活介護事業 

事業目標 事 業 方 針 評価 

在宅生活継続と自

立の支援 

① 利用者の在宅生活を尊重し、

自宅での自立した生活が無理な

く継続出来るように支援を行う 

 

② 在宅における介護者の介護力

の維持を図るよう、関係機関と

連携していく。 

① 利用者の状況把握に努め、出来

るだけ施設での生活が在宅サービ

スの延長になるよう支援を行っ

た。 

② 介護者の負担権限に繋がるよ

う、利用期間の変更等柔軟な対応

を行った。 
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他利用者との交流

にて楽しみを見出す

ことができるような

支援 

他利用者との触れ合いの中で、

新たな趣味サークルや地域講座を

行うことにより、明日への楽しみ

を見出すことができる支援を行

う。 

施設やユニット行事等に誘い、他利

用者との交流の図り、施設やユニット

での生活を楽しんでいただくよう努

めた。 

 利用者の尊厳を第

一に考え自立支援に

向けたサービスの提

供 

利用者一人ひとりが自分らしく

生活することができ、且つ尊厳を

重視した生活が営めるよう、自立

支援を観点としたサービス提供を

多職種協働で実施する。 

自宅での生活を念頭に置き、自立支

援を第一に、ケアが過剰にならないよ

うサービス提供に努めた。 

 

（１）短期入所事業の目標への取り組み 

   ・入院で空いた居室を利用して短期入所を受け入れた結果、月平均 24.6 床の実績を得た。 

   （1 年間の空きベッド総計 665.床に対し空床利用 295 床） 

 

（２）短期入所者の利用状況 

麗峰苑 短期（空床型） 

入院の状況（（空床利用）短期入所生活介護）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

入院日数 65 92 68 50 20 54 64 40 83 52 47 30 665 55.4

短期利用日数 58 14 42 32 10 34 47 18 23 17 0 0 295 24.6
 

 

（3）提供サービス充実への取り組み 

  担当ケアマネージャー及び家族と連携を密にし、利用者が在宅生活を継続できるよう支援を行った。

特に介護者である家族が継続的に自宅介護できるよう、ADL の低下防止を意識してサービス提供に

取り組んだ。前年度より入院者は少なかったが、空床があっても感染者が出ている場合の受入れをど

のようにするかが課題となっている。 

 

 

事 業：公益事業 

事業名：麗峰苑指定居宅介護支援事業所 

事業目標 事 業 方 針 評価 

利用者や家族の

在宅生活の支援に

努める 

① 利用者と家族との面談を通して、

課題の把握とサービスの支援を適

切に行う。 

② サービス提供事業所と情報を共

有し、利用者の自立支援と介護者の

介護負担の軽減が図れるように努

める。 

①② 利用者や家族の面談を通じ、

利用者だけでなく同居する家族

の課題も把握し、障害サービスの

利用につなげることが出来た。今

後も他のサービス事業所と連携

し、適切なサービス提供に努めた

い。 

医療及び関係機

関との連絡・連携

に努める 

① 在宅生活を継続できるよう、かか

りつけ医との情報交換を行う。 

② 入院時、病院等への訪問や電話連

絡にて必要な情報提供する。 

③ 退院時、病院等に訪問し、カンフ

ァレンス等で必要な情報を収集し、

在宅生活に戻ることができるよう

サービス調整等を行う。 

①②③ かかりつけ医を含め医療

機関との連携に努め、入院から退

院後の生活に支障をきたさない

よう、サービス調整を行うことが

出来た。 
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介護支援専門員

の質の向上に努め

る 

① 高齢者支援全般に関する内外的

な研修に参加し、相談支援できる知

識の取得に努める。 

 

② 地域ケア会議に参加し、地域の困

難事例の把握に努めるとともに、自

立支援に資するケアマネジメント

の実践力を高める。 

① 施設外への研修参加は時間的

に難しい面があったが、施設内で

の動画研修等で知識の取得に励

んだ。 

② 地域ケア会議は他事業所の介

護支援専門員との情報交換の場

として今後も参加していきたい。 

新規利用者の確

保 
地域のつながりを大切にし、新たに

介護サービスを必要とされる利用者

が、麗峰苑居宅介護支援事業所を安心

してご利用いただけるように、関係機

関等への働きかけを行う。 

以前利用していた利用者家族か

らの紹介等から利用につながった

ケースも見られた。今後も横のつ

ながりを大切にしながら利用者確

保に努めたい。 

 

（1）ケアプラン作成目標への取り組み 

令和 7 年度のケアプラン作成目標件数を１ヵ月平均 36 件に設定し、これに取り組んだ結果、１ヵ

月平均 35.1 件の実績となった。１人事業所のため、本体施設の職員の協力を受け、利用者や家族、

関係各機関との連絡対応を行った。地域ケア会議等にも参加しネットワーク作りに取り組んだ。今後

も関係各機関との連携を深め、出来るだけ長く安心して在宅で生活できるケアマネジメントを実践し

ていく。 

居宅介護支援事業所　利用状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

ケアプラン作成 34 34 35 37 38 38 36 37 35 31 31 35 421 35.1

新規 3 0 3 0 1 0 1 2 2 0 0 3 15 1.3

中止 5 3 5 3 1 1 1 2 1 2 0 1 25 2.1

終了 2 0 0 2 0 1 2 2 1 2 0 0 12 1.0

実態把握 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

認定調査 0 1 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 5 0.4

平均介護度 1.9 1.9 1.8 1.7 1.8 1.8 1.8 2.0 1.8 2.0 1.9 1.9 1.9
 

 

（２）ケアプラン作成の基本方針 

ケアプラン作成に当たっては、「その利用者様が可能な限り自宅において、その有する能力に応じ自

立した日常生活を営むことができるよう配慮する」という基本方針に基づきながら、「自己決定」「利

用者様本位」を最優先し、利用者様及び家族様の要望を尊重して作成した。 

 

【施設行事】 

実施月 行事名 内   容 

５月 たんぽぽ農園開園式 

雨天のため、地域交流室で植える予定だった

野菜の苗等の説明を行った。直接苗に触る等、

利用者も楽しんでいた。 

6 月 大運動会 

１階と２階を午前と午後に分け、ユニット対

抗戦形式で競技を楽しんだ。応援にも力がはい

り、大いに盛り上がった。 

8 月 夕涼みさんさ会 
さんさ踊りを楽しみながら、夏の雰囲気を感

じられ、利用者の心に残る時間になった様子。 
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９月 

長寿を祝う会 
お祝い年の利用者の家族にも参加いただき、

盛大にお祝いすることができた。 

防災訓練 
消防訓練・水害を想定した BCP 訓練を行っ

た。 

10 月 秋祭り 
家族にも参加いただき、縁日や職員の余興等

で楽しい時間を過ごすことができた。 

12 月 クリスマス忘年会 

感染対策のためユニット毎に実施。余興担当

の職員が各ユニットを回りカラオケ等で盛り上

がった。 

１月 新年交賀会 感染対策のため鏡割りをフロア毎に行った。 

３月 

ひな祭り 
地域交流室のひな壇で個別に写真撮影を実

施。 

防災訓練 
夜間想定での消防訓練・地震想定の BCP 訓

練を行った。 

 

【地域との交流促進】 

実施月 団体名 内   容 

4 月 平舘小学校 入学式に来賓として出席 

６月 平舘高等学校 学校運営協議会出席 

７月 立たないランチ・ビュッフェ委員会 車いす体験会に参加 

８月 立たないランチ・ビュッフェ委員会 
八幡平ハイツで行われた「立たないランチ・ビ

ュッフェ」に実行委員として３名参加 

９月 盛岡北部成年後見ネットワーク委員会 後見連絡会出席 

１０月 
平舘小学校 

学校からの依頼で、３年生の「総合的な学習

の時間」の外部講師として、介護の仕事につい

て２名の職員が授業を開催 

平舘高等学校 学校運営協議会出席 

１１月 
平舘小学校 創立１５０周年記念式典に来賓として出席 

八幡平市社会福祉協議会 社会福祉大会に参加 

２月 
大久保自治会 

教養講座にて、食事についての話や介護食の試

食を行った 

平舘高等学校 学校運営協議会出席 

３月 
盛岡北部成年後見ネットワーク委員会 後見連絡出席し活動報告を行った 

平舘小学校 卒業式に来賓として出席 

 

【研      修】 
施設内研修 

実施月 研修名 参加人数 

4 月 
介護技術及び腰痛予防について 23 名 

緊急時対応について 18 名 

5 月 倫理と法令遵守・個人情報及びプライバシー保護に関する研修 51 名 

6 月 
介護事故のヒヤリハット事例 原因分析と初期対応・事故防止法 43 名 

食中毒予防について 32 名 

7 月 
非常災害時の対応に関する研修：BCP 災害の種類と対策の理解 50 名 

感染対策研修・訓練 6 名 

8 月 
ユニットリーダー研修(動画研修)：介護業界でのコーチング実践法 8 名 

認知症について(動画研修) 40 名 
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９月 身体拘束適正化について(動画研修)：ｹｱの振り返り“３つの事例から考える” ４５名 

１０月 

紙おむつの効果的な使い方について 講師：カミ商事㈱ 木下所長 １０名 

BCP(自然災害)研修 ８名 

褥瘡について(動画研修) ３８名 

介護保険制度について ５名 

１１月 
BCP(感染症)研修 ３６名 

医療的ケア(誤嚥性肺炎について) ３６名 

１２月 
介護現場におけるカスタマーハラスメント(動画研修) ４０名 

接遇について：言葉使いの振り返り ４３名 

１月 
ターミナルケア, 精神的ケアに関する研修(動画研修)：看取りケアの考え方と

職員の心のケア 
４４名 

２月 
事故発生の防止のための研修(動画研修)：リスクマネジメント①初期対応後

の動き ②事故の分析と改善 
４５名 

３月 
非常災害時の対応に関する研修(動画研修)：①災害の種類と対策の理解 ②

事例から考える災害対策 
４３名 

 

施設外研修 

実施月 研修名 主催者 参加人数 

5 月 岩手県介護支援専門員研修課程Ⅰ (公財)いきいき岩手支援財団 1 名 

６月 協力医療機関連携完全対策研修会 滝沢中央病院 ２名 

７月 

いわてユニットケア研究会研修会 いわてユニットケア研究会 4 名 

DESIGN-R2020 と褥瘡ケア 八幡平市立病院 2 名 

終末期の高齢者ケア研究報告会 岩手県立大学看護学部 4 名 

認知症介護実践者研修 (公財)いきいき岩手支援財団 1 名 

福祉サービスの苦情を考えるセミナー 
岩手県福祉サービス運営適正化

委員会 
1 名 

8 月 
管理栄養士・栄養士研修会 岩手県県央保健所 1 名 

すべての患者・利用者を守るスキンケア 岩手県立大学看護学部 1 名 

9 月 

介護予防事業支援ツール体験研究会 盛岡北部リハビリ支援センター 1 名 

ユニットリーダー研修 
(一社)日本ユニットケア推進セン

ター 
1 名 

福祉サービス苦情解決情報交換会 岩手県福祉サービス運営適正化委員会 2 名 

10 月 

生活相談員・介護支援専門員研究会 中央ブロック高齢者福祉協議会 2 名 

防砂委員会研修会 中央ブロック高齢者福祉協議会 1 名 

認知症介護実践リーダー研修 (公財)いきいき岩手支援財団 1 名 

11 月 

八幡平市栄養士等情報交換会 八幡平市福祉部 1 名 

第 48 回経友会大学 北日本経友会連合会 1 名 

機能訓練を正しくやれば収益が上がる

(オンライン研修) 
㈱エクサホームケア 1 名 

12 月 
歯科保健医療従事者研修会(オンライン

研修) 
岩手県県央保健所 2 名 

2 月 

認定調査員現任研修 岩手県保健福祉部長寿社会課 1 名 

看護職のためのユニットケア研修 
(一社)日本ユニットケア推進セン

ター 
1 名 

3 月 在宅医療介護連携推進合同研修会 
盛岡北部行政事務組合在宅医療

介護連携推進協議会 
1 名 
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【研修】居宅支援事業所（介護支援専門員 1 名） 

施設内研修 

実施月 研修名 参加人数 

５月 倫理と法令遵守・個人情報及びプライバシー保護に関する研修 １名 

９月 
認知症について(動画研修) １名 

身体拘束排除のための取り組み(動画研修) １名 

１２月 高齢者虐待防止について(動画研修) １名 

 

施設外研修 

実施月 研修名 参加人数 

１１月 八幡平市西根地区居宅介護支援事業所合同事例検討会 １名 

１月 地域ケア会議 １名 

 

【身体拘束】 なし 

 

【事故報告】  ２件 
 

内容 右前腕尺骨骨折 

事故概要 

令和７年５月４日 6：00 

他の利用者の介助中に「助けて」の声が聞かれ、訪室するとベッド脇に倒れているとこ

ろを発見する。起きようと思ってベッドリモコンを操作し誤って落ちた様子。当初痛み

等なく様子観察していたが、５月８日朝食時に右腕の痛みを訴え、食事も自力摂取でき

なかったため滝沢中央病院受診。右前腕尺骨骨折と診断される。 

対応 行政報告済み 

 

 

内容 左大腿骨ねじれ骨折 

事故概要 

令和７年 12 月 12 日 6：15 

排泄介助に対して介護抵抗が強く、介助中に職員を蹴ろうとする等の行為があった。介

助後、左足の痛みを訴え左大腿部に腫れを確認する。7 時 25 分救急車要請し盛岡医療

センター受診。左大腿骨ねじれ骨折の診断で入院となる。 

対応 行政報告済み 
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【特別養護老人ホーム繫松苑拠点区分】 
事 業：第 1 種社会福祉事業 

施設名：特別養護老人ホーム繋松苑 

事業目標 事業方針 評価 

「サービスの質の

向上」に向け、生産性

向上に取り組む 

① 生産性向上委員会を立ち上げ

る。 

② 日常業務におけるムリ・ムダ・

ムラの解消と整理・整頓・清掃を

習慣化し業務の効率化を図る。 

③ 施設内外の研修会等への積極的

参加を促し、業務に対する専門性

を高める。 

生産性向上委員会では、5S（整

理・整頓・清掃・清潔・躾）の視

点に基づいた職場環境整備を実施

した。また研修や委員会を通じて

より効率的かつ質の高いサービス

提供を実現する為の具体的な方法

論を話す機会を設けた。 

 地域活動に積極

的にかかわり、地域の

一員としての役割を

果たす 

① 施設の入居者も地域住民の一人

であるという認識に基づき、地域

で開催される行事や施設主催の行

事への相互参加をとおして地域と

の交流を深める。 

② 福祉人材育成のため、介護実習

生やボランティアを受け入れ施設

の理解に努める。 

介護実習生や学生ボランティア

を積極的に受け入れたことで、入

居者にとって良い刺激となるとと

もに、職員に適度な緊張感が生ま

れ施設の活性化に繋げることがで

きた。 

職員が安心して働

くことのできる職場

環境づくりに取り組

む 

① 研修を通じてハラスメントへの

理解・防止に努める。また、入居者

やその家族からのハラスメントに

対しても、方針の明確化及び周知

を図る。 

② 腰痛予防のため、スライディン

グボードを使用したノーリフトケ

アを推進する。また、機能訓練指

導員による介助方法や腰痛予防体

操の指導を継続する。 

施設内におけるポスター掲示

等、ハラスメントにおける見える

化対策を実行したことで、職員の

みならず入居者へ周知することが

できた。また、腰痛予防活動に関

しては、安全衛生委員会で主導

し、計画的に推進及び実行するこ

とができた。 

自然災害や感染症

に対し、被害の防止と

業務継続に向けた危

機的管理に取り組む 

① 自然災害や感染症が発生した場

合に備え、食料等の備蓄と必要物

品の確保に努める。 

② 感染症や災害が発生した場合で

も業務が継続できるよう BCP（事

業継続計画）を基にした研修・訓

練を実施する。 

BCP 訓練及び消防訓練を定期に

実施し、食料品の備蓄状況や、発電機

等の使用方法等についても周知及び

共有することができ、危機管理体制

の維持向上を図ることができた。 
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（1）入居者の確保への取り組み/要介護状況 

  入居者定員数（90 名）の維持確保に取り組んだ結果、月平均 88.9 名の実績を得た。 

入居者の要介護の状況

4月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

要介護２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

要介護３ 536 577 596 589 622 600 631 674 744 744 702 797 7,812 651.0

要介護４ 1,290 1,353 1,294 1,430 1,364 1,191 1,163 1,111 1,116 1,116 1,004 1,097 14,529 1,210.8

要介護５ 842 802 778 742 780 900 957 869 913 899 797 837 10,116 843.0

計 2,668 2,732 2,668 2,761 2,766 2,691 2,751 2654 2773 2759 2503 2731 32,457 2,704.8

平均介護度 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.0 4.0 4.1

定員：90名

延
べ
利
用
者
数

 
 

（2）入退居の状況 

入退居の状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

入居 1 3 1 4 3 0 3 3 2 0 3 2 25 2.1

退居 3 2 4 2 1 2 2 3 2 0 4 1 26 2.2
 

 （主な入居理由） 

・入院中の医療機関から退院を勧められており、在宅復帰は難しい状況にあった為。 

・施設から施設への住み替えの為。 

・在宅で介護保険サービスを利用していたが、入居者本人が日中独居状態または介護者が高齢の為。 

（主な退居理由） 

・入院していたが療養が長引く見通しとなった為。施設に戻れる状態ではなく他施設への転居の為。 

・入院中の死亡による退所。 

 

（3）提供サービス充実への取り組み 

・ 入居者、家族の高齢化に伴い、入居者に関する状態説明を医師や看護師と対面で行う機会を設けて

施設における終末期の過ごし方についての意見交換を多く行った。施設でできる医療処置などの理解

を家族に深めていただくことで、より具体的な過ごし方を検討し実践するよう取り組んだ。 

・ 面会受け入れを日曜日以外に拡充する等、家族と入居者が交流できる機械を多く設けることができ

た。施設行事の秋祭りと敬老会にも多数の家族に参加いただくことができた。冬期間は面会謝絶期間

が長く発生してしまったが、オンライン面会を中心に個別対応でできる限り対応した。 

 

 

事 業：第２種社会福祉事業 

事業名：繋松苑短期入所生活介護 

事業目標 事 業 方 針 評価 

在宅生活継続と自

立の支援 

利用者の在宅生活を尊重し、自

宅での自立した生活が無理なく継

続出来るように支援を行う 

在宅における介護者の介護力の維

持を図るよう、関係機関と連携し

ていく。 

利用者個々のニーズを把握した

上で、自立支援の視点を第一に考

え、利用者が在宅生活を継続でき

るよう支援を行った。 



29 

他利用者との交流

にて楽しみを見出す

ことができるような

支援 

他利用者との触れ合いの中で、

新たな趣味サークルや地域講座を

行うことにより、明日への楽しみ

を見出すことができる支援を行

う。 

利用者のみならず、介護者であ

る家族の気分転換も図ることで、

利用者の在宅生活がいきいきとな

るような取り組みを行ってきた。 

利用者の尊厳を第

一に考え自立支援に

向けたサービスの提

供 

利用者一人ひとりが自分らしく

生活することができ、且つ尊厳を

重視した生活が営めるよう、自立

支援を観点としたサービス提供を

多職種協働で実施する。 

利用者の尊厳を尊重し、自立支

援を念頭に置いた支援を行った。 

 

 

（１）短期入所事業の目標への取り組み 

   定員 10 名に対し目標利用者を一日平均 10 名に対し活動した結果平均 8.4 名/日の実績を得た 

 

（２）短期入所者の利用状況 

短期入所者の利用状況

4月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 計 平均

要支援１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

要支援２ 9 13 15 16 6 6 6 7 8 6 10 14 116 9.7

要介護１ 27 31 25 41 7 5 24 26 19 19 9 27 260 21.7

要介護２ 81 56 57 61 76 93 90 76 93 102 88 94 967 80.6

要介護３ 41 67 67 75 91 65 52 44 60 45 36 36 679 56.6

要介護４ 55 51 56 38 17 18 16 15 20 20 19 21 346 28.8

要介護５ 4 4 4 2 2 3 3 4 4 4 4 5 43 3.6

計 217 222 224 233 199 190 191 172 204 196 166 197 2,411 200.9

平均介護度 2.6 2.6 2.6 2.4 2.6 2.5 2.3 2.3 2.4 2.3 2.4 2.2 2.4

定員：10名

延
べ
利
用
者
数

 

 

入院の状況（（空床利用）短期入所生活介護）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

入院日数 130 72 145 101 45 44 57 124 78 69 89 71 1,025 85.4

空床短期利用日数 3 5 14 11 0 1 0 0 1 1 0 9 45 3.8  
 

【施設行事】 

【長期】 

実施月 行事名 内   容 

４～５月 お花見 
各ユニットにて予定を計画し近隣の公園などにお花見

に出かけた。久々の外出に皆さん喜ばれていた。 

6 月 体育祭 

昨年 10 月に開催された体育祭を秋祭りの関係で 6 月

に実施。3 種目の競技を入居者と職員で協力しながら楽

しくできた。盛岡医療福祉スポーツ専門学校学生の協力

もあり、今年も大いに盛り上がった行事となった。 

7 月 

御所湖花火大会観覧 目の前に上がる花火をリビング、居室より鑑賞した。 

ちょきちょき（手芸クラブ） 
納涼会、秋祭りに向けての装飾を作成した。皆さん時間

も忘れて真剣に取り組まれていた。 
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8 月 納涼会 

今年度は夏祭りが秋祭りに移行し、夏の風物詩として

納涼会を開催した。いつも夏祭りではお祭広場での時間

が思うように取れなかったこともあり、納涼会ではお祭

広場をメインとして行い、多くの入居者が参加し楽しん

でいただくことができた。 

9 月 長寿を祝う会 

年祝の方のご家族も行事にお招きし一緒にお祝いをす

ることができた。今年も外部に余興の依頼をかけ（歌や

ピアノ伴奏他）披露していただいた。家族と一緒に記念

撮影も行い、入居者も嬉しそうであった。 

10 月 秋祭り「繋花祭」 

今年より熱中症対策もあり、夏祭りから秋祭りへ移行

しての開催であった。外部余興で「さんさ踊り」を披露し

ていただき、家族会大抽選会も今年から会場での開催と

なり会長にも盛り上げていただいた。家族にも参加して

いただき入居者と一緒に過ごす時間は有意義なものとな

った。気候もよく職員も入居者も過ごしやすい一日とな

り体調不良者もなく成功に終える事ができた。 

11 月 出張演奏会（音楽届け隊） 

盛岡北高校を始め高校生の有志の皆さんによる吹奏楽

演奏会を開催した。入居の皆さんも演奏に合わせて口ず

さむ方もいて楽しまれていた。 

12 月 

クリスマス・大忘年会 

今年は感染の拡大もなく全体で開催することができ

た。職員の余興に入居者も大変喜んでおり楽しい雰囲気

で終える事ができた。終了後は各ユニットで入居者にプ

レゼントが渡され笑顔があふれていた。 

もちつき 

コロナ以降になってから初めての全体開催となった。

久しぶりに杵と臼で餅つきを行い、入居者からも「よい

しょ」とたくさんの声が聞かれた。 

１月 

GAKU（レク） 

新年にちなんだなぞなぞを各フロアーに掲示し、入居

者に解いていただいた。様々な回答が聞かれ真剣に考え

られていた。 

ちょきちょき（手芸クラブ） 
各ユニットで今年の干支（午年）の絵馬に願い事を書い

ていただいた 

２月 節分（豆まき） 
各フロアーに分かれて鬼が回り豆まき（ボールで代用）

を行い、年男年女の職員から福の記念品が提供された。 

３月 こびりっこ 

桜餅のおやつ作りを開催した。あんこを上手に丸めて

生地で包み、自分で作った桜餅を堪能されていた。食べ

ることはもちろんだが作る工程も楽しまれた。 

 

【短期】 

実施月 行事名 内 容 

4～6 月 お花見バスハイク 近隣の公園などにお花見に出かけた。 

7 月 御所湖花火大会 
目の前に上がる花火をリビングや苑庭より鑑賞し、そ

の美しさを堪能された。 

10～11 月 紅葉狩りバスハイク 
近隣にバスハイクに出かけた。繋の紅葉のすばらしさ

を堪能されておられた。 

3 月 ひなまつり会 
桜餅作りを行った。他利用者と交流する機会にもなり、

皆様楽しんでおられた。 
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【地域との交流促進】 

実施月 団体名 内   容 

５月 
盛岡医療福祉スポーツ専門学校 

介護福祉学科 

6 月体育祭に向けての施設見学 

1 年生 20 名 

６月 

つなぎ地区清掃活動 早朝ゴミ拾いに 5 名の介護職員が参加 

盛岡医療福祉スポーツ専門学校 

介護福祉学科 

体育祭に参加し、持ち込み競技を一緒に行った。

学生自ら盛り上げていた場面もみられ、施設職員に

もいい刺激となった。介護学科１９名。 

８月 

つなぎ地区清掃活動 早朝ゴミ拾いに 5 名の介護職員が参加 

北日本医療福祉専門学校 

介護福祉学科 
納涼会ポランティア １年生２名 

盛岡大学 栄養課実習 ２名 

９月 
盛岡医療福祉スポーツ専門学校 

ソーシャルワーク学科 
施設実習５日間 １年生２名 

１０月 つなぎ地区清掃活動 早朝ゴミ拾いに 5 名の介護職員が参加 

令和８年 

１月 
つなぎ町内会新年交賀会 交流会に参加１名 

 

【研   修】 
施設内研修 

実施月 研修名 参加人数 

４月 

（１～３日）新人介護職員オリエンテーション 

       ※パート職員も含む 
２名 

（３０日）介護職員研修（主任・副主任・リーダー） １１名 

５月 
（８日）新人職員フォローアップ研修 １名 

（２６日）介護職員研修（サブリーダー） ８名 

６月 

（９日）新入職職員オリエンテーション（6/9 入職） １名 

（１１日）感染委員会（感染対策訓練）※土砂災害訓練と並行 １０名 

（３０日）介護職員研修（介護職員１） ９名 

７月 

（２３日）口腔ケア委員会 

     外部講師による「口腔ケア用品について」 
１５名 

（２８日）介護職員研修（介護職員２） ８名 

（３０日）安全衛生委員会：腰痛予防研修 

     研修以外に全職員対象にアンケート実施 
１０名 

８月 

（２５日）介護職員研修（介護職員３） ７名 

（２７日）高齢者虐待防止委員会 

     虐待動画視聴しグループワーク実施 
１０名 

９月 

（１日）新入職職員オリエンテーション（９/１入職） １名 

（２５日）排泄委員会：カミ商事外部講師「オムツの当て方」 １５名 

（２９日）介護職員研修（パート） ５名 

１０月 
（２７日）介護職員研修（主任・副主任・リーダー） １０名 

（２９日）事故対策委員会「薬について」 ９名 

１１月 
（２１日～３０日）感染防止委員会：吐物処理の動画視聴 ５３名 

（２６日）介護職員研修（サブリーダー） ９名 
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１２月 

（１日）新入職職員オリエンテーション（１２/１入職） １名 

（１７日）痰吸引・胃瘻対策委員会 

     吸引の手順確認と清潔保持について 
１０名 

（２２日）介護職員研修（介護職員１） ８名 

１月 

（８日）新入職職員オリエンテーション（１/８入職） １名 

（１９日）介護職員研修（介護職員２） ８名 

（２１日）拘束廃止・高齢者虐待防止委員会 

     「拘束廃止の取り組みについて」 
１０名 

２月 

（９日）新入職職員オリエンテーション（２/９入職） １名 

（１８日）排泄委員会：カミ商事外部講師「陰部洗浄について」 ９名 

（２５日）介護職員研修（介護職員３） ６名 

３月 

（１６日）新入職職員オリエンテーション（３/１６入職） １名 

（１８日）介護職員研修（パート） ５名 

（２３日）事故対策委員会「薬について」演習とグループワーク １４名 

 

施設外研修（オンライン研修含む） 

実施月 研修名 主催者 参加人数 

６月 

（５日）リスクマネジメント研修 岩手県社会福祉事業団 １名 

（１２日）高齢者虐待防止研修 岩手県社会福祉事業団 １名 

（16 日）介護職員等合同入職式 岩手県社会福祉事業団 １名 

（18 日）PPE 着脱研修会（感染対策向上加算Ⅰ） 滝沢中央病院 ２名 

（２３～24 日）医療的ケア研修 岩手県社会福祉事業団 １名 

７月 

（１日）いわて介護現場サポートセミナー いきいき岩手支援財団 １名 

（１日）福祉サービスの苦情を考えるセミナー 
岩手県福祉サービス運営

適正化委員会 
２名 

（８日～１０日） 

（２３日～２５日）医療的ケア研修 
岩手県社会福祉協議会 １名 

（９日～１０日）主任介護支援専門員更新研修 いきいき岩手支援財団 １名 

（２２日～２３日）介護支援専門員更新研修１ いきいき岩手支援財団 １名 

（２５日）盛南地区地域ケア会議 イーハトーブ地域包括支援センター １名 

８月 

（１８日～１９日）主任介護支援専門員更新研修 いきいき岩手支援財団 １名 

（２１日）（２７日～２８日） 

 医療的ケアフォローアップ研修 
岩手県社会福祉協議会 ２名 

（３０日）総合防災訓練視察研修 盛岡地区防火協力会 １名 

９月 

（８日～１０日）医療的ケア研修（演習） 岩手県社会福祉協議会 １名 

（１８日）虐待防止研修 岩手県社会福祉事業団 １名 

（１８日～１９日）介護支援専門員更新研修Ⅱ いきいき岩手支援財団 １名 

１０月 （２９日～３１日）認知症介護実践者研修 いきいき岩手支援財団 １名 

１１月 

（１８日～１９日）認知症介護実践者研修 いきいき岩手支援財団 １名 

（２５日）中央ブロック高齢協第１回事務研究会 岩手県社会福祉協議会 １名 

（２６日）成年後見制度利用促進研修 岩手県社会福祉協議会 １名 

（２６日）中央ブロック高齢協事務長等研究会 岩手県社会福祉協議会 １名 

（２７日）中央ブロック高齢協看護部会研究会 岩手県社会福祉協議会 １名 

１２月 
（１９日）認知症介護実践者研修 いきいき岩手支援財団 １名 

（２５日）高齢者権利擁護・虐待防止研修会 岩手県社会福祉協議会 １名 

１月 
（１６日）中央ブロック高齢者福祉協議会職員研究大会 岩手県社会福祉協議会 ４名 

（２２日～２３日）甲種防火管理新規講習 岩手県防災保安協会 １名 
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【身体拘束】 なし 
 

【事故報告】 2 件 

内容 居室での転倒による腰椎圧迫骨折。 

事故概要 

１１月１８日、96 歳女性の入居者が、午前１時４０分にベッド柵にもたれかかりな

がら座っているところを夜勤職員が発見。同日協力医療機関の整形外科を受診し、腰椎

圧迫骨折の診断を受ける。医師からは「痛みがない範囲で生活動作は可能」とのコメン

ト受け、施設で療養となる。 

対 応 行政報告済み 

 

内容 脱衣場での転倒による右脛骨骨折。 

事故概要 

２月２３日、98 歳女性入居者が、入浴後歩行器歩行していた際にバランスを崩し、

右膝を床についてから仰臥位に寝そべる姿勢で転倒。右下肢の痛みを訴えられたため、

協力医療機関整形外科受診にて、右脛骨骨折の診断され施設で保存療法となる。 

対 応 行政報告済み 

 

 



34 

【松実会複合型福祉施設拠点区分】 
事 業：第２種社会福祉事業 

事業名：小規模多機能型居宅介護事業所 おはな 

事業目標 事業方針 評価 

小規模多機能型居宅介護事業

所おはなを利用する、すべての

方々が、安心して過ごせる時間

と空間を大切に考え、個々に生

きがいを持ち、いきいきと笑顔

で生活が送れるように家庭的で

温かみのある介護・福祉サービ

スの提供に努める。 

「地域と歩み・地域で育み・

地域に生きる。思いやりと謙

虚な心を常に持ち、この地で

幸せを共に分かち合う」を基

本理念とし、以下の事業方針

を掲げる。 

① 利用者の気持ちに寄り

添い、優しい心で向きあ

う。 

② 利用者の望む暮らしが

実現できるよう、環境の

調和に努める。 

③ 利用者が気兼ねなく過

ごせるよう、柔軟な態度

で接する。 

民生委員や地域事業所と

の関わりが増え、意見交換

を頻繁に行うことが出来

た。 

事業所内ケア会議を定期的

に開催し、利用者の楽しみ

や望む暮らしの実現に繋げ

ることが出来た。 

職員が定期的に外部研修に

参加することで、利用者に

対するケアの質の維持向上

につなげることが出来た。 

 

（1）利用者確保への取り組み／要支援・要介護の状況 

利用登録定員２９名の維持に取り組んだ。登録利用者の医療度の増加や要介護度の増加によ

り、自宅での生活が困難になる方が重なった。そのため待機利用者が不足し、平均 27.3 人

の実績となった。 

  改善策：自事業所の案内を各事業所に向けて行い待機利用者の確保をする。 

 

登 録：２９名（定員） 

【利用状況】 

登 録：２９名（定員） 

月別サービス利用実績 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

新規数 2 2 0 2 1 0 1 0 3 0 0 3 14 1.2

解約数 2 2 0 2 1 0 2 0 0 1 0 1 11 0.9

94.1 97.3 90.1 98.6 93.2 90.1 93.9 86.8 99.4 93.9 93.1 96.3 93.9

延べ 1,257 1,443 1,516 1,598 1,580 1,553 1,450 1,250 1,421 1,423 1,236 1,341 17,068 1,422.3

１日平均 41.9 46.5 50.5 51.5 51.0 51.8 46.8 41.7 45.8 45.9 42.6 43.3 46.3

延べ 413 384 353 382 365 345 345 314 392 365 349 385 4,392 366.0

１日平均 13.8 12.4 11.8 12.7 12.2 11.5 11.1 10.5 12.6 11.8 12.0 12.4 12.6

延べ 154 122 93 102 89 72 67 78 105 94 91 90 1,157 96.4

１日平均 5.1 3.9 3.1 3.4 3.0 2.4 2.2 2.6 3.4 3.0 3.1 2.9 4.1

1,824 1,949 1,962 2,082 2,034 1,970 1,862 1,642 1,918 1,882 1,676 1,816 22,617 1,884.8

29

登録率（％）

月末登録者

訪問

通い

27.329 28

合計

328

泊り

27 27 27 2627 27 27 27 27
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【要介護度別】 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

要支援１ 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 30.4

要支援２ 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 30.4

要介護１ 240 248 240 248 217 210 186 180 248 217 196 279 2,709 225.8

要介護２ 270 279 270 248 279 270 279 270 248 248 224 217 3,102 258.5

要介護３ 270 248 240 217 310 300 341 270 341 341 280 310 3,468 289.0

要介護４ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 31 2.6

要介護５ 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 2.5

合計 870 837 810 775 868 840 868 780 899 868 756 899 10,070 839.2

平均介護度 2.0 1.9 1.9 1.8 2 2 2.1 2 2 2 2 2 2.0
 

（２）提供サービス充実への取り組み 

今年度より、利用者様への支援をより充実させるため、定期的な事業所内ケア会議を開催した。

小規模多機能型居宅介護特有である、自宅での生活と事業所での生活を一体的に行う上で、より

効率的にケアの検討を行う機会となった。 

 

 

【運営推進会議】 
 

開 催 日：令和 7 年 5 月 30 日（金） 10：30～11：15 

場  所：松実会複合型福祉施設 ２Ｆ会議室 

参 加 者：11 名 

内  容：活動状況報告及び地域住民との意見交換 

     小規模多機能型居宅介護 サービス評価総括 

      

開 催 日：令和 7 年 7 月 28 日（金） 10：30～11：15 

場  所：松実会複合型福祉施設 ２Ｆ会議室 

参 加 者：7 名 

内  容：活動状況報告及び地域住民との意見交換 

 

開 催 日：令和 7 年 9 月 26 日（金） 10：30～11：15 

場  所：松実会複合型福祉施設 ２Ｆ会議室 

参 加 者：11 名 

内  容：活動状況報告及び地域住民との意見交換 

 

開 催 日：令和 7 年 11 月 28 日（金） 10：30～11：00 

場  所：松実会複合型福祉施設 ２Ｆ会議室 

参 加 者：9 名 

内  容：活動状況報告及び地域住民との意見交換  

 

開 催 日：令和 8 年 1 月 28 日（金） 10：30～11：00 

場  所：松実会複合型福祉施設 ２Ｆ会議室 

参 加 者：9 名 

内  容：活動状況報告及び地域住民との意見交換 
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開 催 日：令和 8 年 3 月 27 日（金） 10：30～11：30 

場  所：松実会複合型福祉施設 ２Ｆ会議室 

参 加 者：13 名 

内  容：活動状況報告及び地域住民との意見交換 

     小規模多機能型居宅介護 事業所サービス評価 

 

【施設行事】 

実施月 行事名 内   容 

4 月 お花見ドライブと散歩 四季を肌で感じ、気分転換、交流を深める。 

5 月 おやつ作り（プリンデコレーション） おやつ作りに参加し、他者交流の場とする。 

6 月 チャグチャグ馬こ見学 伝統行事に触れ、季節を感じていただく。 

７月 テーブルゲーム＆アイスを食す会 他者交流と暑さの中で楽しむ場とする。 

８月 夏祭り 季節行事を楽しんで頂く。 

９月 敬老会 おはな利用されている方の長寿をお祝いする。 

10 月 運動会 季節行事により体を動かしながら交流を図る。 

11 月 クリスマス壁画作り 行事準備に参加し、達成感に繋げる。 

12 月 クリスマス会 季節を感じながら交流を図る。 

1 月 お習字会 楽しく機能訓練を行い達成感を得る。 

２月 節分豆まき大会 昔ながらの行事を体験し楽しんでいただく。 

３月 ひなまつり 季節行事を楽しみ、昔を懐かしむ。 

 

【地域との交流促進】 
① 余興ボランティア 

団 体 名：滝沢ニュータウンボランティアグループ「べっぴんクラブ」 

開 催 日：毎月第 2 木曜日 14：00～15：00 

場  所：松実会複合型福祉施設 2Ｆ会議室 

内  容：紙芝居、および読み聞かせ会 

4 月 1 回実施 

5 月 1 回実施 

6 月 1 回実施 

７月 １回実施 

８月 １回実施 

９月 １回実施 

10 月 1 回実施 

11 月 未実施 

12 月 1 回実施 

1 月 1 回実施 

 

② 傾聴ボランティア 

団 体 名 : 傾聴ボランティアもりおか 

開 催 日：毎月第 3 水曜日 14：00～15：00 

場  所：松実会複合型福祉施設 2Ｆ会議室 

内  容：傾聴 

4 月 1 回実施 

5 月 1 回実施 

6 月 1 回実施 

７月 1 回実施 
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８月 1 回実施 

９月 1 回実施 

10 月 1 回実施 

11 月 1 回実施 

12 月 1 回実施 

1 月 未実施 

 

③ 手芸サークル 

団 体 名 : sorairo+ 

開 催 日：毎月第 1 水曜日 14：00～15：00 

場  所：松実会複合型福祉施設 2Ｆ会議室 

内  容：手芸 

1 月 1 回実施 

2 月 1 回実施 

3 月 1 回実施 

 

④ 令和 7 年度第 1 回滝沢市地域ネットワーク会議 

場  所：ビックルーフ滝沢 

開 催 日:令和 7 年 4 月 23 日（水）13：30～16：00 

内  容：行政説明、事業所紹介、情報交換 

 

⑤ 滝沢ニュータウン 3 工区公園清掃 

場  所：3 工区公園 

開 催 日: 令和 7 年 5 月１1 日（日）6：00～7：00 

内  容：公園清掃、草刈り  

 

⑥ 令和７年度第 1 回仕事力アップセミナー 

場  所：滝沢市役所 大会議室 

開 催 日:令和 7 年 5 月 21 日（水）18：30～20：00 

内  容：がんの治療選択や副作用反応、緩和ケアに関する勉強会、意見交換会 

 

⑦ 滝沢ニュータウン 3 工区公園清掃 

場  所：3 工区公園 

開 催 日: 令和 7 年 7 月 6 日（日）6：00～7：00 

内  容：公園清掃、草刈り  

 

⑧ 令和 7 年度第 2 回仕事力アップセミナー 

場  所：滝沢市役所 201 会議室 

開 催 日:令和 7 年 7 月 23 日（水）18：30～20：00 

内  容：「本人の能力や強みを活かせる支援」に関する勉強会、意見交換会 

 

⑨ 令和 7 年度第 2 回滝沢市地域ネットワーク会議 

場  所：滝沢市多目的研修センター 研修室 

開 催 日:令和 7 年 9 月 10 日（水）13：30～15：00 

内  容：民生委員、児童委員、主任児童委員の活動に関する勉強会、意見交換会 

 

⑩ 認知症家族の集い 

場  所：清雲院 

開 催 日:令和 7 年 9 月 17 日（水）13：30～15：30 

内  容：認知症を患う当事者及び家族の語らいの場への参加 
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⑪ ふれあい感謝祭り 

場  所：滝沢ニュータウン シビックセンター 

開 催 日:令和 7 年 9 月 27 日（土）11：30～14：00 

内  容：放課後等デイサービス飛行船開催行事の補助 

 

⑫ 滝沢ニュータウン防災訓練 

場  所：3 工区公園 

開 催 日:令和 7 年 9 月 28 日（日）9：00～9：30 

内  容：避難、状況把握訓練 

 

⑬ 民謡教室 

場  所：松実会複合型福祉施設 2 階研修室 

開 催 日：令和 7 年 10 月 20 日 

内  容：地域の方と民謡を参加者で歌う会 

 

⑭ 第 7 回一人を支える 1 チーム事例検討会 

場  所：滝沢市総合体育館会議室 

開 催 日：令和 7 年 10 月 22 日（水）17：00～18：30 

内  容「重層的支援について」勉強会事例提供 

 

⑮ イーハトーブの音楽隊ハートフルコンサート＆歌おう会 

場  所：松実会複合型福祉施設 2 階研修室 

開 催 日 :令和 7 年 10 月 22 日（水）14：00～15：00 

内  容：ピアノ、バイオリン等の演奏や朗読、合唱 

 

⑯ 令和 7 年度第 4 回仕事力アップセミナー 

場  所：滝沢市役所２０１会議室 

開 催 日：令和 7 年 11 月 5 日（月）18：30～20：00 

内  容：「前頭側頭型認知症」に関する勉強会、意見交換会 

 

⑰ 放課後等デイサービス飛行船 クリスマス会 

場  所：放課後等デイサービス飛行船 

開 催 日：令和 7 年 12 月 25 日（木）14：00～14：30 

内  容：クリスマス会への参加 

 

⑱ 令和 7 年度第 2 回地域ネットワーク会議 

場  所：滝沢市多目的研修センター 研修室 

開 催 日：令和 8 年 1 月 28 日（水）13：30～15：00 

内  容：「成年後見制度」に関する勉強会、意見交換会 

 

⑲ 令和 7 年度仕事力アップセミナー 

場  所：滝沢市役所 202 会議室 

開 催 日：令和 8 年 2 月 4 日（水）16：30～18：00 

内  容：「認知症本人同士の語り合いから見えたもの」に関する勉強会、意見交換会 

 

⑳ 令和 7 年度仕事力アップセミナー 

場  所：滝沢市役所大会議室 

開 催 日：令和 8 年 3 月 11 日（水）18：00～19：30 

内  容：「事例検討会（医療介護連携）」に関する勉強会、意見交換会 
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【研  修】 
施設内研修 

実施月 研修名 参加人数 

4 月 プライバシーの保護・倫理・法令順守 １６名 

６月 BCP 研修 １３名 

8 月 
感染症・食中毒予防研修 １３名 

腰痛予防研修 １３名 

10 月 事故発生防止について １３名 

11 月 認知症介護実践者研修伝達研修 １３名 

12 月 高齢者虐待防止・身体拘束の適正化について １３名 

2 月 緊急時の対応 １３名 

３月 ハラスメントについて １３名 

 

施設外研修（オンライン研修含む） 

実施月 研修名 主催者 参加人数 

4 月 一人を支える 1 チーム事例検討会 一人を支える 1 チーム事務局 １名 

５月 第１回仕事力アップセミナー 滝沢市地域包括支援センター １名 

５月 たきざわ政策セミナー たきざわ政策セミナー事務局 １名 

6 月 

リスクマネジメント研修（基礎編） 岩手県社会福祉事業団 １名 

虐待防止研修（基礎編） 岩手県社会福祉事業団 １名 

チームオレンジの立ち上げに向けた基礎研

修 
岩手県保健福祉部 2 名 

7 月 
一人を支える 1 チーム事例検討会 一人を支える 1 チーム事務局 1 名 

第２回仕事力アップセミナー 滝沢市地域包括支援センター １名 

９月 岩手県認知症介護実践者研修 いきいき岩手支援財団 １名 

11 月 

障害者職業生活相談員資格認定講習 岩手障害者職業センター 1 名 

ハラスメント研修管理者編 中央ブロック高齢者福祉協議会 1 名 

岩手県小規模多機能型サービス等計画作成

担当者研修 
いきいき岩手支援財団 1 名 

12 月 岩手県主任介護支援専門員研修 いきいき岩手支援財団 1 名 

３月 岩手県権利擁護推進員養成研修 いきいき岩手支援財団 １名 
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【事故報告】3 件 

内容 居室内の転倒による左大腿部頸部骨折。 

事故概要 

 ４月１日、76 歳男性の利用者が、4：30 頃、見守りにてトイレから宿泊室に戻られ

た際に転倒。徐々に痛みが強くなり当日盛岡医療センター受診し、左大腿部頸部骨折の

診断を受ける。手術、リハビリの後圭友入所し施設ケアを受けることとなる。 

対 応 行政報告済。 

 

内容 デイルームでの転倒事故 

事故概要 

12 月５日、88 歳女性の利用者様が、15 時 45 分頃、食堂共用部でのレクリエーシ

ョン活動の際、本人が椅子が設置されていることを誤認し後方へ転倒する。転倒の際頭

部が床に接触し 2ｃｍ程の裂傷を負い少量出血したため栃内第二病院受診。当日より頭

部の患部観察を中心に経過観察する。宿泊利用による見守り対応を実施。 

対 応 行政報告済。 

 

内容 デイルームでの転倒事故 

事故概要 

 12 月 6 日、77 歳男性の利用者様が、9 時 15 分頃、食堂共用部での余暇時間中に、

トイレへ行こうと自立動作にて立ち上がった際、ふらつき転倒される。左瞼裂傷となり、

止血処置を実施。主介護者へ電話連絡し、こんの神経内科・脳神経外科受診。軟膏処方

となる。 

対 応 行政報告済 

 

事 業：公益事業 

施設名：住宅型有料老人ホームピースフル滝沢 

事業目標 事業方針 評価 

自立を尊重した関わりを大切に

し、入居者自らができることは自

分でおこなう等、自己選択の機会

を増やすことで生活の彩りを豊か

にしていくことを目指す。 

① 年間を通して季節感の

ある行事やレクリエーシ

ョン等を提供し、日常生

活の中に楽しみや生きが

いを持てるように努め

る。 

② 入居者が可能な限りそ

の有する能力に応じて、

自立した日常生活を営む

ために必要な環境づくり

を図り、地域ボランティ

アの協力を得ながら、体

を動かす機会等を設け、

身体機能の維持、向上に

努める。 

① 併設事業所の小規模多

機能型居宅介護おはなと

協力し、季節感を感じら

れる行事を行うことが出

来た。 

 

② ボランティアの協力の

下、定期的に体を動かす

機会が設けられ、身体機

能の維持、向上に繋がっ

たほか、館内のトレーニ

ングルームを使用される

入居者が増え、自発的に

健康作りに取り組む様子

が見受けられた。 
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（１）入居者の確保への取り組み 

入居定員数１８名の維持確保に取り組みましたが、体調を崩され長期的な入院を要する方や、

他施設へ転居する方が重なった時期もあり、退居者が相次いだ事で待機者不足もありすぐの入居

者獲得が出来なく稼働率の低下となった。 

入居者の推移（各月初め入居者数）

定員：18名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

未認定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

要支援１ 0 0 0 0 0 0 0 0 6 31 28 31 96 8.0

要支援２ 60 92 60 62 62 60 62 60 62 62 56 62 760 63.3

要介護１ 90 84 120 124 121 114 124 120 155 155 148 183 1,538 128.2

要介護２ 268 279 270 279 248 240 248 240 217 217 196 217 2,919 243.3

要介護３ 90 62 60 62 121 120 114 60 62 62 56 62 931 77.6

要介護４ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

要介護５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

合計 508 517 510 527 552 534 548 480 502 527 484 555 6,244 520.3

平均介護度 1.8 1.7 1.7 1.7 1.8 1.8 1.8 1.7 1.6 1.5 1.5 1.5 1.7

ss 

 

（２）入退居の状況 

入退居の状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

入居 0 2 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 7 0.6

退居 2 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 1 7 0.6  

（主な入居理由） 

・介護老人保健施設退所後の生活の場としての為 

・ご家族と同居しているが、自宅に一人でいる時間帯が長く不安な為 

・一人暮らしが困難な為 

・他有料老人ホームから転居した為 

・医療機関を退院後の生活の場としての為 

（主な退居理由） 

・死亡の為 

・在宅復帰した為 

・長期的な入院を要する為 

・特別養護老人ホーム等、他施設へ転居した為 

 

（３）提供サービス充実への取り組み 

基本方針の「入居者様がホームでの暮らしに『いきがい』『やすらぎ』『よろこび』を感じ、安

心・安全な日常の生活」を送っていただけるよう、①健康管理、②食事の提供、③娯楽・行事 

④苦情・生活相談を意識して取り組みました。 

具体的には、 

① 健康管理 

○血圧等のバイタル測定 

○健康相談 

○協力病院及び近隣医療機関への送迎、付添 

○健康診断の推奨 

② 食事の提供 

○食事に関するアンケート調査 
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③ 娯楽・行事 

○定期的な行事、レクリエーションの実施 

 ④ 苦情・生活相談 

○意見箱の設置 

○運営懇談会の開催 

○居室訪問、外出時等を利用しての困りごと等の聞き取り（随時） 

○滝沢市介護相談員派遣事業の受入                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

を実施し、感染予防に努めながらできる限りのサービス内容の充実に取り組みました。 

 

【施設行事】 

実施月 行事名 内   容 

4 月 お花見ドライブ 
滝沢総合公園へ小規模多機能型居宅介護事業所おはな

と合同でお花見を楽しむ事ができました。 

6 月 
チャグチャグ馬コ 

ふれあいまつり 

小規模多機能型居宅介護事業所おはなと合同でパレー

ド見学やビッグルーフ滝沢で開催されたイベントに参加

しました。 

8 月 夏祭り 
夏祭りの雰囲気を作り、屋台等の出店を楽しんでいた

だきました。 

10 月 紅葉狩り 
滝沢市周辺をドライブし、季節の移り変わりを感じて

いただきました。 

12 月 クリスマス行事 
クリスマスケーキ作りやお楽しみ抽選会を開催し、季

節感を味わっていただきました。 

2 月 豆まき 無病息災を願い、豆まきを行っていただきました。 

 

【研  修】 
【外部研修】（オンライン研修含む） 

実施月 研修名 主催者 参加人数 

４月 
令和７年度第１回滝沢市 

地域ネットワーク会議 
滝沢市地域包括支援センター １名 

５月 
令和７年度滝沢市介護サービス相談員 

派遣事業に係る連絡会議 
滝沢市地域包括支援センター １名 

６月 虐待防止について（オンライン） グリーンケアフォーラム １名 

１０月 令和７年度安全運転管理者等講習 
岩手県公安委員会 

一社）岩手県自家用自動車協会 
１名 

 

【内部研修】 

実施月 研修名 参加人数 

６月 BCP に準じた災害、感染症対策訓練 ３名 

９月 採用時オリエンテーション １名 

７月 
事故防止、感染防止、高齢者虐待、身体拘束廃止についてのマニュアルを用い

た見直しについて 
３名 

１０月 採用時オリエンテーション １名 
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【事故報告】  3 件 

内容 令和７年５月 24 日 20：30 頃 転倒事故 

事故概要 居室内で自立動作中に転倒され、左大腿部痛を訴えられる。 

対 応 
岩手県立中央病院に救急搬送され、CT 検査実施。骨に異常はなく、当日ピースフル

滝沢に戻られる。盛岡広域振興局へ行政報告を行う。 

 

内容 令和７年 7 月 18 日 7：40 頃 転倒事故 

事故概要 朝食時、食堂にて自立動作中に転倒される。左半身に違和感を感じていた。 

対 応 
ご家族と相談し、岩手県立中央病院へ救急搬送し、全身の CT 検査を行ったが、異常

は見つからず、当日ピースフル滝沢に戻られる。盛岡広域振興局へ行政報告を行う。 

 

内容 令和 8 年 2 月 4 日 6：00 頃 転倒事故 

事故概要 朝の巡視時、居室内で自立動作中に転倒されている入居者を夜勤者が発見する。 

対 応 

顔面を床に強打し、左肩に痛みを感じており、岩手県立中央病院へ救急搬送される。

頭部、左半身を中心に CT 検査を行うが異常は見つからず、当日ピースフル滝沢に戻ら

れる。盛岡広域振興局へ行政報告を行う。 

 

事 業：第 2 種社会福祉事業  

事業名：松実会指定訪問介護事業所 

 事業目標 事業方針 評価 

利用者が、可能な限り自宅

において自立した日常生活を

継続できるよう、訪問介護サ

ービス・生活総合事業の訪問

介護型サービスでの支援を図

り、必要とされる事業所を目

指す。 

① 介護計画に沿った支援を行う中で、

利用者及び家族の心身の状態変化が

みられる場合は、サービスに関わる介

護支援専門員をはじめ、各サービス担

当者と連携を図り、介護計画見直し、

検討を行う。 

② 内外の研修等を通じ、専門知識・技

術の研鑽に努めサービス提供にあた

る。 

 

 

③ 利用者の意見や苦情等を真摯に受

け止め、サービスの改善に努める。 

 

 

 

 

④ 利用者の心身の機能、環境状況等を

把握し、利用者の所在する市町村、地

域包括センター、他の居宅サービス事

業者、保健医療サービスおよび福祉サ

ービスを提供する担当者との連携に

努める。 

① 利用者、家族に状態の

変化等が見られた場合に

は、サービス関係機関へ

の情報提供を速やかに実

施し連携することができ

た。 

② 岩手県ヘルパー協議会

研修参加やｚｏｏｍ視聴

研修を取り入れ専門的知

識の習得に努め自己研鑽

をする事ができた。 

③ 日頃から意見や相談に

対し早期対応を心がけて

取り組んでいた。今回、

事業所廃止に伴い口頭及

び文章等において懇切丁

寧に説明をする事で理解

が得られた。 

④ 利用者の状態把握を十

分に行い、関係機関と連

携を図り利用者が自宅で

生活が継続できるように

努めた。 
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（１）訪問介護目標への取り組み 

 目標達成に向けて取り組んだが、職員の確保や利用者の減少、事業所の基本報酬の引き下げ等に伴い、

経営を圧迫する状況が続き事業の継続が難しいと判断した。利用者家族、関係機関への説明を十分に行

う事で、混乱なく利用者の他介護サービス事業所へスムーズに引き継ぎできた。 

 

（２）事業運営実績 

１ヶ月平均利用者 18 人（前年度当初 35 人） 

介護保険サービス内訳（件）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

身体0 ～20分 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

身体1 20～30分 28 25 22 17 18 17 16 18 0 0 0 0 161 13.4

身体2 30～60分 19 14 13 13 13 19 22 20 8 0 0 0 141 11.8

身体3 60分～ 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 3 0.3

サービス

及び自費 3 3 5 4 4 2 3 1 0 0 0 0 25 2.1

生活2 20～45分 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

生活3 45分～ 53 53 49 49 59 56 58 53 30 28 0 0 488 40.7

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 8 9 8 10 9 8 11 8 0 0 71 5.9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

103 96 97 93 102 104 109 100 49 36 0 0 889 74.1合計

60分～

身
体
生

活

身
体

算定項目

生
活

～20分

20～30分

30～60分

通院介助

 

総合事業サービス内訳（件）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

独自サービス11 ５回～ 1 4 0 4 1 0 5 0 0 0 0 0 15 1.3

独自サービス12 9回～ 1 2 0 2 2 1 2 1 0 0 0 0 11 0.9

独自サービス13 13回～ 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 3 0.3

2 7 0 7 3 1 8 1 0 0 0 0 29 2.4

身体または生活サービス

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

35 8 49 8 31 43 1 39 12 11 0 0 237 19.8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

35 8 49 8 31 43 1 39 12 11 0 0 237 19.8

算定項目

合計

算定項目

合計

独自サービス21

独自サービス22

独自サービス23

 

 

（3）活動の基本方針 

目標達成に向けて次の方針に基づき活動した。 

① 介護サービスの提供に当たっては、懇切丁寧に行うことを旨とし、利用者、家族にサービスの提

供方法等について理解を得られるよう説明を行う。 

② 介護支援専門員に対して利用者の状況等の情報を提供する。 

③ 事業所内でも年間を通して研修を行い、介護技術の向上を図る。 

④ 地域内及び近隣市町村の訪問介護事業者及び居宅介護支援事業者との連絡、交流を緊密に図る。 
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【研  修】 

〇訪問介護事業所(外部研修) 

実施月 研修名 主催 参加人数 

5 月 
サービス提供責任者の責務と未来を考える 介護労働安全センター岩手支部 1 名 

熱中症の予防対応応急処置 岩手県産業保健総合支援センター 1 名 

6 月 訪問看護との連携について 岩手県ホームヘルパー協議会 1 名 

7 月 福祉サービスの苦情を考えるセミナー 岩手県福祉サービス運営適正化委員会 1 名 

8 月 高齢者虐待 岩手県社会福祉協議会 1 名 

 

〇訪問介護事業所（内部研修） 

実施月 研修名 参加人数 

4 月 

①プライバシー保護の取り組みについて 

②倫理及び法令順守に関する研修 

③介護職の定着率アップ！働きがいを高める職場環境づくり 

全職員 

5 月 
①虐待防止担当者「事例検討会の仕方及び高齢者虐待の基礎知識」 

②職場における熱中症対策強化について法令改訂 
全職員 

6 月 非常災害時の対応について 全職員 

7 月 

①身体拘束・高齢者虐待について 

②認知症について 

③感染症及び食中毒の発症予防及びまん延防止に関する研修 

④倫理と法令順守について 

全職員 

④身体拘束・高齢者虐待防止担当者研修 管理者 

8 月 

①仕事のパフォーマンスを高める食生活 

②職場でできる転倒・腰痛予防体操 

③プライバシーの保護に関する研修 

全職員 

【事故報告】なし 

 

 

【収 益 事 業】  

○賃貸経営  

 １. 基本方針  

   この事業から生じた収益は、この法人の行う社会福祉事業に充てるものとする。  

  ２. 事業の取り組み  

   令和７年度は、収益の２，０００，０００円を社会福祉事業へ繰入を行った 
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【法人福祉サービスに関する苦情解決事業】 
１．苦情相談の受付状況 

年度 R7 R６ R5 

苦情相談 1 2 4 

延件数 1 2 4 

・前年度より苦情の件数がわずかであるが減少した。苦情の無いサービスに次年度も研修や日々の 

振り返りを通して取り組んでいきたい。 

 

２．苦情相談の内容（令和7年度受付分） 

 実件数（件） 割合（％） 解決済み 検討中 備考 

職員の接遇 1 100 1   

サービスの質や量      

説明・情報提供      

利用料      

被害・損害      

権利侵害      

その他      

計 1 100 1   

【特別養護老人ホーム麗峰苑】 

・不足物品を依頼するためユニット職員が連絡したが、ご家族から「以前施設に面会に伺ったが、応

対した職員の態度が事務的な対応で人間味がないように感じた」ということを言われた。ご家族の

口調がきつく感じられたため、受付担当者(生活相談員)に報告があった。  

３．苦情相談の対応 

 実件数（件） 割合（％） 

傾聴のみ 1 100 

申出人への助言   

専門機関・関係機関の紹介   

当事者間の話し合い解決推奨   

苦情通知   

事情調査   

その他   

計 1 100 

【特別養護老人ホーム麗峰苑】 

・ 面会記録から応対した職員を特定し、責任者(施設長)と受付担当者(生活相談員)で聞き取りを行

う。当該職員は「思い当たることはない」ということだったが、気を付けるよう注意を促した。他

の職員に対しても、朝礼や会議等を通じ周知した。 

後日、物品を持参した際に詳細についてご家族に確認しようとしたが、「過ぎたことなので忘れ

た。気にしなくて良いです。」とのこと。責任者と受付担当者から謝罪し、接遇について改めて職

員に周知することを説明した。  

４．事業所別 

事業所名 件数（件） 割合（％） R6年度（件） R5年度（件） 

ケアハウス巣子    1 

介護付ケアハウス巣子   1 1 

松実会居宅介護支援事業所   1  

訪問介護事業所     

通所介護事業所     
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麗峰苑 1 100   

麗峰苑居宅介護支援事業所     

麗峰苑短期入所事業所     

繫松苑    2 

繫松苑短期入所事業所     

小規模多機能型おはな     

住宅型有料ピースフル滝沢     

計 1  2 4 

【特別養護老人ホーム麗峰苑】 

・ 改めて接遇について考えさせられる事例であった。自分事として電話対応も含め、研修等を通じ

て施設全体で学んでいきたい。 
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Ⅲ．職 員 数 内 訳 

令和 8 年 3 月 31 日現在の職員数は次のとおりである。 

事業所名 
職員数

（人） 

再掲 再掲 再掲 
男女内訳 

嘱託 

（人） 

臨 時

（人） 

パート

（人） 男（名） 女（名） 

ケアハウス  ６ １   ２ ０ ３  ３ 

介護付ケアハウス １８ ０ １ ２ ２  １６ 

松実会地域包括支援セン

ター 
６ １ ０ ０ １  ５ 

松実会居宅 ６ ２ ０ ０ ２  ４ 

通所介護 ４ ０ ０ ０ １  ３ 

麗峰苑 ５６ ９ ４ １０ １２ ４４ 

麗峰苑居宅 １ ０ ０ ０ １  ０  

繫松苑 ７４ ３ ４ ９ ３０  ４４ 

繫松苑短期 ７ １ １ ２ １  ６ 

小規模多機能おはな １２ ０ ０ ３ ２  １０ 

住宅型ピースフル １０ ０ １ ５ ２  ８  

訪問介護 ３ １ １ ０ ０  ３  

法人本部 ５ ０ ０ ０ ３  ２  

計 ２０８ １８ １４ ３１ ６０  １４８ 

前年比 

（増減） 

2１１ 

（-３） 

１６   

（+2） 

２５ 

（-６） 

３１ 

（０） 

５７   

（+3） 

15４ 

（-4） 

 

臨時・・・准職員、宿直 
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Ⅳ．役員会等の承認事項 

理事会及び評議員会で了承を得た事項は、次のとおりである。 

（理事会） 

開催年月日 件名 出席者 

R7.5.26 

報告第１号 理事長の職務執行状況について 

報告第２号 専務理事の職務執行状況について 

報告第３号 評議員選任・解任委員会の結果について 

議案第１号 令和６年度事業報告の認定について 

議案第２号 令和６年度決算の認定について 

      監査報告 

議案第３号 理事候補者の選任（案）について 

議案第４号 監事候補者の選任（案）について 

議案第５号 定時評議会開催（案）について 

議案第６号 評議員選任・解任委員の選任（案）について 

議案第７号 諸規程の変更（案）について 

理事 ６名/6 名 

監事 ２名/2 名 

R7.6.17 

議案第１号 理事長の選任について 

議案第２号 専務理事の選任について 

議案第３号 ケアハウス巣子の照明 LED 切替工事業者選定 

及びリース契約について 

議案第４号 麗峰苑の照明 LED 切替工事業者選定 

及びリース契約について 

議案第５号 繫松苑の照明 LED 切替工事業者選定 

及びリース契約について 

議案第６号 ケアハウス巣子１号館の居室用電気温水器更新工事 

業者選定及びリース契約について 

理事 ６名/6 名 

監事 ２名/2 名 

R7.10.28 

議案第１号 理事長の職務執行状況について 

議案第２号 専務理事の職務執行状況について 

報告第３号 令和７年度第１～２四半期事業報告について 

議案第１号 備品等リース購入の随意契約について 

議案第２号 令和７年度資金収支予算第１次補正（案）について 

理事 ６名/6 名 

監事 ２名/2 名 

R8.3.25 

報告第１号 理事長の職務執行状況について 

報告第２号 専務理事の職務執行状況について 

報告第３号 令和７年度第３四半期事業報告について 

議案第１号 令和７年度資金収支予算第２次補正（案）について 

議案第２号 令和８年度事業計画（案）について 

議案第３号 令和８年度資金収支予算（案）について 

議案第４号 会社役員賠償責任保険の更新（案）について 

議案第５号 管理者の選任（案）について 

議案第６号 諸規程の変更（案）について 

理事 ６名/6 名 

監事 ２名/2 名 

 

（評議員会） 

開催年月日 件名 出席者 

R7.6.17 

報告第１号 令和６年度 事業報告について 

議案第１号 令和６年度 決算の承認について 

議案第２号 理事の選任について 

議案第３号 監事の選任について 

評議員  

６名/７名 

 


